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はじめに

１　本研究の目的とその意味

１９世紀から２０世紀にかけて、西欧社会は、政治、経済的な圧倒的な力

の差のもとに、非西洋社会を支配し、抑圧し、搾取してきた。こうして、非

西欧社会の多くは植民地化を経験した。そして、被植民社会では、第二次大

戦後になって独立した現在も、植民地経験による影響を様々な形で継続して

経験しているのである。こうした状況をポストコロニアルとよび、現在、文

化人類学を始め、人文科学、社会科学分野の研究の重要な視点となっている。

しかし、この研究で取り上げる二つの民族、アボリジニとイヌイットは、単

純に非西洋社会として植民を受けたのではなく、支配側の西洋社会が国民国

家として彼らを内包してしまい、その国民国家の枠組みの中で植民地化を経

験した集団である。それゆえ、彼らの経験は独自であり、現在の状況も独自

である。筆者は、１９８５年以来オーストラリアのアボリジニ社会の研究を

行ってきた。そこでは１９３０年代のキリスト教のミッションによる入植か

ら西欧社会とアボリジニ社会の接触の結果、貨幣経済化が進み、技術が導入

され、狩猟採集を中心とした生業の姿は大きく変化した。しかし、その一方

で、土地権をはじめとする先住民の権利主張の動きが明確化し、それにとも

ない儀礼や芸術などの自民族の伝統への回帰の動きも先鋭化している。こう

した問題について、筆者はこれまで特にジェンダーの視点で考察してきた。

しかし、現状は、さらにポストコロニアルという視点からとらえることで、

より明確にその全体像に迫ることを可能にすることに気づいた。２年前から、

カナダのイヌイット社会の文化変化をジェンダーの視点から考察する研究

に着手した。この二つの社会は、西欧社会の入植の時期、入植側の国民国家

が共通していた点など、歴史的経験に共通性がみられる。また、いずれもが

狩猟採集民族であり、移動を基礎とする政治的社会組織が比較的単純な社会

であったことも共通している。しかし、現在見られる社会の諸相は単純では

なく、ここでもジェンダーの視点にポストコロニアルの視点を加えることで、

実態により迫ることができると考えられる。この研究では、オーストラリア

とカナダというそれぞれの国民国家の中で、先住民であるアボリジニとイヌ



イットが経験した（１）生業の変化、（２）貨幣経済化、（３）キリスト教

ミッションの経験に焦点をおき、植民地体験の諸相の具体的内容をあきらか

にしようとする研究である。

「国際先住民年」（１９９３年）、「国際先住民の１０年」（“２００３年）にお

ける国連の問題提起を契機に、先住民と国民国家の関係のあり方が国際的に

注目されている。こうした時代の趨勢の中で、国民国家における先住民の現

状とその地位と権利、先住民の対応を解明する研究がもとめられている。ま

た一方、植民地経験の問題は、文化人類学における歴史的視点の必要性の認

識と共に、多くの注目をあつめている。この研究は、こうした流れの中にあ

りながら、なおかつ大英帝国が、植民地化し英連邦の一員としてつくった、

国民国家なかでの植民地経験をとりあげるものである。こうした視点はこれ

までには、はっきりと提示されたことは少なかったといえるだろう。しかも、

カナダとオース．トラリアは、それぞれが多文化主義という政策を打ち出して

おり、歴史経験のみならず、国家政策や移民、先住民政策にも様々な共通す

る点が見られる。こうした二つの国家の中での先住民が経験した、植民地経

験の比較は、これまでのポストコロニアルな状況についての研究に、あらた

な知見をつけ加えるこ．とを目的としている。また、筆者のこれまでの一貫し

た視点は、現在の先住民社会の動きを、ジェンダーの視点からとらえ直すと

いうものであった。この研究では、こうした視点にさらにポストコロニアル

という歴史の深さをくわえる研究視座からの研究である。

本研究は、共同研究からの協力と刺激を得ながら、おこなわれてきた。

カナダ、オーストラリアそれぞれの地域の研究者との研究を巡る議論は刺

激的であり、植民地経験、ジェンダー、比較という視座を加えたこの研究

を発展させることが可能になった。それは、あらたな共同研究の可能性に

つながるようなものであったと考えている。また、オーストラリア、カナ

ダをはじめとする海外においても、ポストコロニアル状況にある先住民と

いう視点からの文化人類学的研究や、先住民の権利意識の興隆、歴史的視

座からの研究、ミッションの影響、生業の変化、などのテーマについては

活発に行なってきた。本研究は、それらの研究の流れの中にあると同時に、

両者の比較というあらたな視点をもちこみ、両者を比較し、さらに、ジェ

ンダーとポストコロニアルの視点を提示するという研究である。
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２　研究の経緯

本研究では、ポストコロニアル状況への視点として、１）ミッションの

遺産、２）社会福祉の影響と生業変化、３）先住民としての権利主張の伸

張、という３つの柱をたてた。これらの歴史的背景を明らかにするため、

研究初年度である１２年度には植民地においてどのような経験があったの

かについての歴史的資料を調査し、収集することを中心とした。植民地経

験を記録した旅行記や書簡、日誌などから、植民地経験についての調査を

おこなった。

翌平成１３年度には、カナダのイヌイット社会において補充調査を行

った。平成１１年度に調査におとずれたケベック州、イヌクジュアック

村において、ポストコロニアル状況に焦点を絞り、女性の植民地経験と

その認識について聞き取り調査を行うと共に、モントリオールのマクギ

ル大学において関連資料を収集した。その一方で、マイクロフィルム、

文献などからの歴史的資料の整理、収集は継続しておこなった。

平成１４年度は、オーストラリアのアホリジニ社会において補充調査

を行うとともに、国立アボリジニ・トレス海峡民研究所において歴史資

料を収集した。調査は、これまでの調査地との比較のため異なる宗派の

ミッションが入植した地域である西ア⊥ネムランドを調査した。文献な

どからの歴史的資料の整理、収集は継続した。

最終年度の平成１５年度には、前３年間の成果をふまえ、カナダとオ

ーストラリアの地域性を析出し、通文化比較によって、ポストコロニア

ル状況における１）ミッションの遺産、２）社会福祉の影響と生業変化、

３）先住民としての権利主張の伸張について、ジェンダーというテーマ

を念頭におきながら、包括的分析を可能にするような視座を提示するた

めの総括をおこなった。

以上のように、本研究では、１９世紀から２０世紀にかけて非西欧社会

で起きた植民地化の結果としてポストコロニアルな状況にあるアボリジ

ニとイヌイットの社会に注目した。この二つはいずれも入植側が国民国

家を形成し、先住民である彼らは、その枠組みに内包されることになっ

た社会である。いずれの社会でもみられる現在の先住民の権利主張の動
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きの背景には彼等の歴史的経験があるだろう。このような現在の具体的

諸相を明確に把握する目的で、ポストコロニアルの視点から両社会を検

討してきた。一方でカナダの植民地時代の資料を検討整理し、現地調査

によるイヌイット社会の生業変化、価値観の変化、権利主張の動きにつ

いての資料を歴史的背景のなかで検討した。また、オーストラリアにつ

いても近年の生業と社会変化、価値観の変化、権利主張の伸張の動きに

ついて現地調査をおこなうとともにその歴史的情報と重ねて検討した。

その結果、いずれの社会においても植民地時代の入植者との関係のあり

ようが、現在の彼らの生活に大きな影響を与えていることが明確になっ

た。とくにジェンダーの視点からの検討からは、それぞれの先住民社会

におけるジェンダー概念と入植者の社会におけるジェンダー概念との間

には動態的な相補性があることが指摘できた。そしてさらに、この両者

の歴史的経験を細かく比較してみると、入植の時期、入植者側がいずれ

の英国系を主としていたこと、先住民社会との関係のとり方などに類似

した点が見られるものの、同時に、その入植の実像と彼等の経験には、

多様な差があることが明らかになった。そしてそのような経験の差が、

現在の先住民の権利伸張運動や、主流社会との対応や交渉といった日常

的な場での独自な実践につながっていた。ポストコロニアルの視点から

の本研究によってそれぞれの国民国家で、その中に内包された先住民が

経験した植民地体験の具体的諸相を明らかにすることができた。なお、

この研究成果に基づき、２００４年度６月に開催予定の日本女化人類学会研

究大会において研究発表をおこなう予定である。

１Ｖ



【研究組織】

研究代表者　窪田幸子　広島大学・総合科学部・助教授

【研究経費】

交 付 決 定 額 （配 分 籠 ）　　　　　　　　　 （金 枝 単 位 ：千 円
直 接 経 費 間 接 経 費 合 計

平 成 １２年 度 １，０００ ０ ‾ ‾‾‾１，０００

平 成 １３年 度 １，１００ ０ １，１００
平 成 １４年 度 １，０００ ０ １，０００
平 成 １５年 度 ５００ ０ ５００

総 計 ３，６００ ０ ３，６００

【研究発表】

窪田幸子　２０００年「オーストラリア・アボリジニとキリスト教ミッションの半世紀一

北東アーネムランド、ヨロンゴの記憶」吉岡正徳・林勲男編『オセアニア近代史の人

類学的研究』国立民族学博物館研究報告別冊２１号、Ｐｐ．８７－１０８，国立民族学博物館。

窪田幸子　２０００年「自然・神話・人間レオーストラリア北部アボリジニの世界」松井

健編『自然観の人類学』ｐｐ，９７－１３０、溶樹書林。

窪田幸子　２００２年「ミッションの遺産－ポストコロニアル状況に見るキリスト教」杉

本良男編『二○世紀における諸民族文化の伝統と変容７　宗教と文明化』ｐｐ．１２２－１４２、

ドメス出版。

小山修三・窪田幸子編著　２００２年『多文化国家の先住民－オーストラリア・アボリジ

ニの現在』世界思想社。

窪田幸子　２００２年「ジェンダーとミッションーオーストラリアにおける植民地経験」

山路勝彦・田中雅一編『植民地主義と人類学』ｐｐ．２３９－２６４、関西学院大学出版会。

Ｋｕｂｏｔａ，Ｓａｃｈｉｋｏ　２００３　年　‘Ｌｅｇａｃｉｅｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｍｉｓｓｉｏｎ：ＣｈｒｉｓｔｉａｎＩｄｅａｌｓ ａｎｄ

Ｇｅｎｄｅｒ’′Ｈａｙａｍｉ，Ｙ．Ａ．Ｔａｎａｂｅ＆Ｙ．Ｔｏｋｉｔａ－Ｔａｎａｂｅ ｅｄｓ．“Ｇｅｎｄｅｒ ａｎｄ Ｍｏｄｅｒｎｉｔｙ－

Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅｓ ｆｒｏｍＡｓｉａａｎｄｔｈｅＰａｃｉｆｉｃ”ＫｙｏｔｏＡｒｅａＳｔｕｄｉｅｓｉｎＡｓｉａ，Ｃｅｎｔｅｒｆｏｒ

ＳｏｕｔｈｅａｓｔＡｓｉａｎＳｔｕｄｉｅｓ，ＫｙｏｔｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＶＯＬ４，Ｐｐ１７－４０，ＫｙｏｔｏＵｎｖｉｅｒｓｉｔｙＰｒｅｓｓ

＆　Ｔｒａｎｓ Ｐａｃｉｆｉｃ Ｐｒｅｓｓ．

窪田幸子　２００４年「アボリジニの二○世紀一神話と土地とその語り」端信行編『民族

の二○世紀』ドメス出版、２０４－２２６頁。

Ⅴ



アボリジニ社会の現在と女性

１　アーネムランドの歴史

１）現代のアボリジニ女性の経験

オーストラリアのノーザン・テリトリーの再北部の海岸地域には、約一

五万平方キロメートルの広さのアーネムランドと呼ばれる地域がある。こ

こは一九三一年に保護区（Ａｂｏｒｉｇｉｎａｌ Ｒｅｓｅｒｖｅ）に指定され、その後一九

セセ年にアボリジニの土地（ＡｂｏｒｉｇｉｎａｌＬａｎｄ）とされた、外部者は許可なく

立ち入ることができない地域である。ユーカリ種が卓越した疎林、岩場、

沼地が混在する平原が続き、大きな川が蛇行する。熱帯気候で年間を通じ

て日中気温は三○度を下まわることはない。季節は雨季と乾季にわかれ、

山一月頃から二月頃まで続く雨季には、増水によって道路が寸断される事

態も頻発し、車での移動は困難になる。ノーザン・テリトリーには、約四

五０００人のアボリジニが暮らしており、これは、オーストラリアの全先

住民人口の一五パーセントをしめる。

この章では、このアーネムランドの北東海岸部にすむヨルング（Ｙｏｌｕｎｇｕ）

の人々の現在とその経験に焦点をあてる。ここ約五○年のあいだに彼らが

経験してきた変化は大きなもので、もちろんその経験も個人によって多様

である。本論では、個別の生き様に、それも、ある女性のわ人生に注目し、

ミクロな視点からアボリジニの経験を描くことを試みる。

ミクロな視点から社会や文化を理解するという視点については、これま

でにも長い議論がある。人類学は全体的にって長く構造や体系を重視して

き、個人はむしろ回避される傾向があったといえる。しかし、８０年代以降

個人、セルフ、サブジェクトなどに注目する研究が見直されてきている。

こうした中で、比較的早くから、個人に注目して調査を行ってきたのがラ

イフヒストリー法である。その方法論的な問題はあるものの、社会研究の

中で、個人と全体を繋ぐ回路として、個に注目すること社会の理解に深み

を与えるような、文化記述の可能性を生む．と期待されている。、

ここで取り上げるジョアンという女性は、他のヨルングと同様に多様な

変化を経験し的、その影響を受けてきた。彼女は現在ではその将来を期待
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されるような有能な存在となってきている。ところが期待される存在とし

て注目を集めるようになると、女性である彼女は伝統の枠組みの中で様々

な困難にぶつかっている。このような個別の、しかも女性の経験に具体的

に寄り添うことで、その実態を具体的に描き、動態的な社会の姿を明らか

にすることを試みる。

章の構成としてはまず、第一節と、第二節で導入としてアーネムランド

の歴史とヨルングの町の現状を概説する。そして第三節で、ジョアンとい

う女性と彼女の家族の経験と現在と述べる。本来は個別の具体的な語りや

叙述、資料等によって、個を語らせる手法をとるべきであるが、ここでは

この本の性格上、また紙幅の制限上、ジョアンの語りに筆者の大まかなコ

メントを加えつつ、彼女の人生における実践を浮かび上がらせる手法をと

る。筆者は１９８５年に調査に入り、その時にすでにジョアンの家族に知り合

っている。そして翌年の本調査でジョアンの家族に娘として受け入れられ、

ジョアンとは擬制的姉妹関係にある。家族の中で年齢的にももっとも近く、

英語も堪能な彼女は、筆者のアドバイザーであり主要なインフォーマント

の一人であった。このジョアンの個人史についての記述は、このような長

い期間のインタビューを基礎とした叙述である。

ヨルングとして、女性として、オーストラリアの北の果ての東アーネム

ランドで二○世紀の後半に生きてきた経験とはどのようなものだったのか、

そして、女性たちからみた現状からは、一体どんな未来がみえてくるのか

を考えてみることにする。

２）アーネムランドのキリスト教ミッション

アーネムランドのこの地域は、オーストラリアの他地域とは、入植の歴

史的経験が異なっている。一七八八年にはじまるオーストラリアへの入植

により、シドニー地域を初めとする南部では、アボリジニの人びとはその

土地を奪われ、生活基盤をなくし、暴力的な攻撃と新たにもたらされた疫

病によって、多くのアボリジニの地域社会は崩壊していった。一般的にい

って南部での入植はこうしたイメージで語られる。しかし、オーストラリ

アの北部における本格的な入植は一九世紀終わりになってからのものであ

り、その主体はキリスト教ミッションであったのである。つまり、南部で

経験されたような暴力的な侵入や社会崩壊は北部では一般的には経験され
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ることがなかったといってよい。二○世紀のはじめになって、キリスト教

ミッションによる布教活動が北部へと伸張していく。このころ南部ではア

ボリジニは接触の結果、混血し、人口を減らし、その多くが都市の下層民

として暮らしていた。こうした都市のアボリジニは救いようのない人びと

とみられていた一方で、北部にはまだ手つかずの純粋な文化を持ったアボ

リジニがおり、彼らを白人社会の悪影響から守り、保護し、文明化しよう

と動いたのが、キリスト教ミッションであったのである。彼らは、基本的

にアボリジニを保護しようという目的を持っていた［窪田二０００］。

ミッションの白人との接触が始まる以前、この地域ではセレべス島から

のマカッサルとよばれるインドネシア人の季節的移動漁民や、白蝶貝をと

りにきていた日本人漁民との接触があった。特に一七世紀から継続して、

季節的にオーストラリア北海岸地域を訪れ、ナマコを採取し、貿易をおこ

なっていたインドネシアのマカッサルによる影響は比較的大きく、この地

域の言語には今も多くのインドネシア語からの借入語が残っている。しか

し、それらの接触をのぞいてはこの地域は長く孤立しており、南部でおき

たような白人の入植の経験としての暴力的な接触はほとんど経験されるこ

とがなかったのである。

アーネムランドは保護隔離主義の政策の中で、純粋なアボリジニを守ろ

うと、一九三一年に保護区に指定される。そしてこの章の舞台である、北・

東アーネムランドのヨルング地域にはニキリスト教プロテスタントのメソ

ジスト派ミッション（Ｍｅｔｈｏｄｉｓｔ Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｍｉｓｓｉｏｎ）によぅて一九三一年、

三五年、四二年にそれぞれ、ミリンギンビ（Ｍｉｌｉｎｇｉｎｂｉ）、イルカラ

（Ｙｉｒｒｋａｌａ）、そしてガリウインク（Ｇａｌｉｗｉｎ’ｋｕ）の各セツルメントが、布教

活動の拠点として建設されていった。それまで数家族規模の居住単位で、

遊動的な狩猟採集の生活を送っていたヨルングたちは、ミッションの提供

する食事をはじめとする物質とセツルメントの利便性に引き付けられ、し

だいにこうしたミッションの拠点に集住するようになる。特にヨルング地、

域は、その集住がスムーズだったといわれ［Ｋｅｅｎ１９９４］、．それぞれのセツル

メントでは、ヨルングの保護を目的とし、教育、布教、医療が実践されて

いったのである。ヨルングの経済的に自立した生活をめざして、産業の振

興が模索され、技術指導もおこなわれた。このように、この地域の入植の

歴史はキリスト教ミッションを中心とした平和的なものであった、という
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意味で独自であり、そのことが現在のヨルングの人びとに与えた影響は大

きい。その後、アポ′リジニ政策が同化政策を経て、一九七○年代になって

自立自営政策にかわるとともに、ミッションは経営から手を引いていった。

現在ではアボリジニ自身による自治によって、それぞれのセツルメントは

その規模を拡大して町として運営され、数－００から一０００人を越える

アボリジニが定住している。

２　エルコ島、ガリウインクの町

１）ガリウインクのインフラ整備

筆者は一九八五年からエルコ島の町、ガリウインクを中心とする地域で

継続して調査をおこなってきた。ガリウインクは、ミッションが建設した

小さなセツルメントを基礎として発展してきたが、二０００年現在、一０

０軒をこえる住居と学校、町役場、病院などの公共建築物が並び、一００

０人をこえる人口を擁する町になり、政治的な組織も整えられた。アボリ

ジニ以外にも、町の経営を援助する白人も五○人ほど住んでいる。町は、

こうした白人たちの助けをえながら、一九七○年代からはアボリジニ自身

による自治によって運営されている。この変化は、一九六七年の国民投票

によってアボリジニがオーストラリアのセンサス統計に加えられるように

なり、国民としての権利を得、アボリジニ政策が自立自営へと変わってき

たことによる。

こうした流れの中で町では様々な設備投資がおこなわれてきた。現在の

ガリウインクには、基本的な町の機能は全てそろっているといってよい。

町役場、銀行、郵便局、幼稚園、小中学校、病院、自動車修理工場、ガソ

リン店、飛行場、上水タンク、下水処理池、発電所、スーパーマーケット、

クラフトショップなどがそろっている。これらの設備はいずれも一九八五

年に筆者が最初に調査にここを訪れたときにはすでにあったものだが、そ

れ以降に建物が新しいものに建て替えられたり、改装されたりして近代的

で立派な施設になった。町のメイン・ストリートは簡易舗装され、飛行場

は拡張され、チェックインカウンターを備えた建物が建てられた。成人教

育施設、女性センター、子供のデイケアセ・ンター、そしてファーストフー

ド店数軒も新築された。住宅の供給不足を補うための建築で答えた。実は
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この頃彼女には、ダーウィンで出会ったアボリジニのボーイフレンドがい

た。その人のことについては、一九八五年に初めて筆者が彼女にであって

からずっと話を聞いていた。彼がこちらにやってきたり、彼の住むお隣の

ミリンギンビに出かけていったり㌧て二人の関係は続いていたが、親族関

係上正しい相手ではないため、どうしても父は認めてくれようとせず、ず

っとジョアンは悩んでいたのである。その挙げ句の決断がこの親がすすめ

る結婚だった。

しかし、この結婚は長続きしなかった。当時のジョアンは学歴もあり、利

発で、才能にあふれ、。マーケットへは月二回、舟（ｂａｒｇｅ）で様々な物資が

運ばれるが、新聞、パン、卵、郵便は飛行機で毎日運ばれるようになった。

一九八六年には新しく大きなスーパーマーケットがつくられ、その後バー

コードのキャッシャーも導入された。一九八七年には通信衛星によってテ

レビが受信できるようになり、一九八八年には電話が通じた。それまでの

無線電話からすると画期的な変化である。コンピューターも各機関に備え

られるようになり、少数ではあるがＥメールを使いこなすアボリジニも出

てきた。ガリウインクにいて手にすることのできる情報はこうして飛躍的

に増えた。この一五年間で都市と町との距離は急速に縮まってきたといえ

る。このように外部社会との接触機会も増加し、町が発展していくなかで、

貨幣経済はかれらの生活において、ごく日常的なものとなっている。かれ

らの現金収入源は、町の各機関での雇用労働による賃金、美術工芸品の製

作販売による。しかし、雇用機会は十分ではなく、圧倒的多数が社会福祉

補助金や年金を得ている。彼らは、手にした現金によってスーパーで買い

物をし、車やボート、テレビを購入し、飛行機で近隣の町へ出かけてゆく

生活をおくっている。

２）伝統へのこだわりと日常生活

このように我々と大きくかわらない近代的設備を利用するような生活の

一方で、彼らの生活には伝統的部分も色濃く残る。日常言語はヨルング語

であり、生活の基本は父系出自集団、クランである。クランは、神話、聖

地、土地の所有単位であり、彼らのアイデンティティのよりどころである０

どのクランのメンバーであるかによって、踊りや歌、描く絵、神話、住む

場所、婚姻相手など生活のすべてが決まってくる。神話を基礎とする伝統
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的な儀礼は、重要視され、ヨルングの人びとの生活の主要な関心事であり

続けている［Ｍｏｒｐｈｙ１９９１］。この地域のアボリジニを一躍有名にした複雑な

親族規則も修正されつつ維持されている。車やモーターボート、散弾銃や

ライフルを用いての狩猟活動は日常的な活動であり続け、女性の採集活動

も活発におこなわれている。つまり、ヨルングの人びとは現在、新しい技

術や物資、そして価値観や知識を積極的に受け入れている一方で、いわゆ

る伝統的なクランを基礎とする生活へのこだわりもちつづけているといっ

てよい［窪田１９９９］。

ガリウインクに暮らす人びとの日常生活は、ゆっくりしている。八時半

には、学校や職場にいるはずの人びとだが、その時問にはまだ寝ている者

も多い。ようやく起き出した人びとは簡単な朝食をすませて、職場や学校

へ出かけてゆく。仕事のない人びとは、さらにゆっくりと起き出し、家の

そばにシーツを広げて座り、お茶を飲んだり、おしゃべりをしたり、カー

ドをしたりしてゆったりと一日を過ごす。特別に町に用事がないときや、

季節や潮が適当なとき、気がむけば朝から狩猟や採集に出かけることもあ

る。スーパーマーケットは週末以外の十時から一時と三時から五時まで開

店するので、お金があるときには買い物にも出かける。十二時をすぎると

午前中の仕事や学校を終えた家族が帰ってくる。そして昼食をすませ、一

時過ぎに再び職場と学校にそれぞれ戻っていく。二週間に一度、賃金、社

会福祉金と失業保険の支給日がある。支給日には午前九時過ぎには人びと

が町役場に集まり、それぞれの小切手をうけとる。この一日は、スーパーマ

ーケットは大変にたぎわうのである。

こうして多くの人が現在では町に居住しているが、ガリウインクの町を

中心としてブッシュにはアウトステーション（Ｏｕｔｓｔａｔｉｏｎ）と呼ばれる小規

模の村が点在する。これらは一九七○年代から伝統回帰運動として建設さ

れるようになった、数家族単位の村である［Ｃｏｏｍｂｓ１９７８］。ガリウインクの

周辺には総計二十ほどのこのような村が点在する。村の集団構成や規模、

クランの領域に建設されることが多いことなどは、これらの村がミッショ

ンに集住する以前のかつての生活単位に近いものであることを示している。

しかしかつてとは異なり、村を移動することはなく、定住の村であり、住

居、水道、電気などの近代的設備が整い、車や飛行機、電話によって町と

の密な情報網でむすばれているなど、状況は大きく異なる。ヨルングの人
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びとは、町やこうした村の問を気軽に行き来しながら暮らしているのであ

る。こうしたアウトステーションをふくめたガリウインク管区全体の総人

口は約一五００人といわれている。

このように、現在のアーネムランドのヨルングの人びとの日常世界は、

現代的な生活要素と伝統的な生活要素の双方が混在している。現代的な生

活要素がヨルングの人びとの生活に大量に流入し始めたのは一九七○年代

以降であり、ほんの短い期間に急激な変化がかれらの生活の諸側面で起き

たということができる。

３　ジョアンの生い立ち

１）ジョアンの子供期

一九六一年生まれのジョアンは、現在四○歳。これからのガリウインク

の重要人物になっていくであろうと期待されている女性である。彼女の生

い立ちと現在の生活を、彼女の語りを交えて、みてゆくことにしよう。彼

女のこれまでの具体的な経験や困難、そして現在の彼女の思いを手がかり

に、アーネムランドに暮らす人びとの、そして女性たちの、オーストラリ

ア主流社会とヨルング社会の現実のはざまを生きる実像に近づきたいと思

う。

ジョアンは、一九六一年－一月にアんフレッドとメアリー夫妻の初めて

の子供としてガリウインクの診療所で生まれた。当時はこ　診療所には白人

の看護婦が二人いただけで、医者はいなかったし、その他の設備も今とく

らべると限られたものではあったが、ガリウインク・ミッションがもっと

もうまく運営されていた時代である。アルフレッドは、ガリウインクでも

っとも人口の多いＡクラン‾の主要な家系の長男であり、メアリーは、隣

接地域の有力クランであるＢクランの主流家系の長女であった。Ｂクラン

はＡクランに妻をあたえるべきクランで、この二人のあいだの婚姻は、婚

姻規則上正しいこものであったが、同時に、ミッションの影響をうけた夫

婦間年齢の近い、一夫一婦婚であった。両親それぞれの父親は、ミッショ

ンの建設に尽力した町の有力者であり、キリスト教に協力的で、町で尊敬

を集めていた人物であった。つまりジョアンは、母方からしても父方から

しても、町の有力者の家系にうまれたことになり、おまけにこの世代め－
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番最初の子供でもあったため、ミッション中の注目をあびて育ったという。

当時、アルフレッドは機械工として働き、母であるメアリーは学校で補

助教員をしていた。母の妹たち二人（ジョアンにとってはいずれも「母」

にあたる）も補助教員をしていた。幼いジョアンは、毎日学校で、母たち

と、人そしてミッションの白人たちに可愛がられて育った。

当時、ジョアンたち一家が住んでいた家は、小さなマッチ箱のような家

だ？た、と彼女は語る。「トイレは別棟で、水道も外だったと思うわ。部屋

は一つだけで、みんなでそこに寝ていたのを覚えている。小さかった私は、

その方が嬉しかったけどね。今とくらべるとほんとに屋根があるだけの小

屋のようで、電気もない、何もない家だったわね。樹皮の小屋を使ってい

る家族もあったわよ。朝おきると、母がかならずシャワーをあびるように

とうるさくいったのをよく覚えている。寒い時にはそれがいやでね。それ

からこの縮れ髪を母がブラッシングするの。ブラッシングは大嫌いだった。

痛くってね。今にくらべると、大人たちはよく働いていたし、子どもにも

厳しかったわね。日曜日には必ず教会にいったわ。日曜日用のきれいな服

に着替えて。当時は、ほとんどの人が教会にいっていた。白人たちもみん

なね。」

「私は、当時キリスト教に熱心だった両親のおかげで婚約者はいなかっ

た。結婚すべきとされる相手はもちろんいたけれど。十歳ぐらいになると、

友だちの中には、自分に婚約相手がいることにとても悩んでいる人もいた。

かわいそうだったわ。私の友だちの中には小学校をおわるとすぐ、夫の家

にいった人もいたわ。」この地域の婚約は、女の子が生まれる前に決められ

ている。伝統的には夫となる人がずっと年上で、一夫多妻ですでに数人の

妻をもっている人と結婚することになるケースが多かった［ｓｈａｐｉｒｏ１９８１］

ため、ミッションの時代には、一夫一婦の年の近い男女の間での結婚が奨

励されていたのである。

２）学校教育と進路

幼い頃から利発であプたジョアンは、学校が大好きだった。学齢期にな

ると、その才能はますますはっきりとあらわれるようになっていった。当

時の小学校三では、英語のみでの教育だった［ＭｃＫｅｎｚｉｅ１９７６］。ジョアンは

英語が得意で、算数、理科も得意科目だった。白人の先生たちも彼女の才
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能をみとめ、三年生になる頃には、高校、大学と進んで、医者か教員にな

るようにとさかんにすすめられたという。

彼女が、中学に進む一九七○年代半ばには、ガリウインクはずいぶん変

わりはじめていた。国民投票によって、アボリジニは市民権をえ、ミッシ

ョンが町の経営から手を引き、ヨルングの大人たちは社会福祉金や補助金

などそれまでにない高額の現金を直接手にするようになった。町の機関の

それぞれでは、経営をアボリジニにまかせることが試みられたが、その多

くが失敗に終わる。ミッションの時代に運営されていた産業のほとんどは

破たんし、ミッショナリーの支えを失い、人びとの生活は混乱した。その

一方で、町への設備投資は活発になってゆき、ガリウインクの生活はどん

どんと便利になっていった時代であった。

「私は、中学をおえると、ヘルスワーカー（準看護婦）になることにし

た。まず、ダーウィンの高校に進み、そのあとアリス・スプリングスにあ

るヘルスワーカー養成のための専門学校にいった。どちらもアボリジニの

ための学校で、全寮制だった。特にアリスでは、アーネムランド以外の地

域から来たアボリジニが一緒で、言葉も通じず、私はホームシックにかか

ったわ。ガリウインクから一緒にダーウィンの学校に進んだのは、四人。

みんな女の子。男の子は中学に進むころに学校に行かなくなってしまうか

ら。」

ヨルングの地域では、男の子は早く七六歳、おそくとも一二歳ごろまで

には成人儀礼として割礼をうける。この儀礼を終えるとこ　男の子は大人の

入り口にさしかかったとみなされ、男性のみの儀礼に参加できるようにな

る。儀礼を終えた男の子は、女性たちの空間からはなれてゆくようになり、

女性の言いつけにも従わなくなる。また、男女間の特定の親族関係にある

者の間に適用される禁忌も厳しくなる。女性に従う事への不快感もあると

いう。学校では、指導をするのは白人の女性であり、教室内には禁忌の関

係にある異性の学生がいることも多い。また儀礼に参加する機会が増える

男の子は、しばしば学校を休むことになる。多様で複雑な理由によって結

局学校をやめてしまう男子は多く、結果として専門職についているのは圧

倒的に女性が多い。

ジョアンは、他の同世代の女性たちとくらべても英語がうまく、しっか

りしている。さらに彼女は、アリスからガリウインクに戻ってからも、－通
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信教育での英語の勉強をつづけていた。「アリスでの経験はつらかったけ

れど、とてもいい勉強になったと思う。立場の違う人びとがいることも知

ったし、白人の社会についても多くを学んだ。英語がきちんとできなくて

は認められないこともはっきりと分かったもの」とジョアンは当時を振り

返る。

３）仕事とポリティックス

ジョアンは、一九八二年にガリウインクに戻り、ヘルスワーカーとして

町の診療所で働きはじめた。当時はまだ医者はおらず、白人の看護婦資格

をもつものが三人常駐していた。ジョアンたちヨルングのヘルスワーカー

は七人いたが、いずれもまだ看護婦資格はなく、通信教育と定期研修を続

けていた。ヘルスワーカーは重要な仕事だとジョアンはいう。

「ヨルングの中には、まだ白人のシステムになれておらず、理解できな

い人も多いし、医療が分かっていない人もおおい。私たちの仕事は、白人

の医療を正しい形でヨルングの人びとに伝え、利用しやすくしてあげるこ

とにある。ヨルングの衛生、栄養、健康状態は決してよくはなく、私たち

ができる仕事は、山積み。そのためにも、私は勉強を続けているの。」

さきにも述べたように、現在、ジョアンをはじめとしてヘルスワーカー

は一人をのぞいて女性であり、学校で教員として働くのも女性である。彼

女らは非常に明確な目的意識を持ち、活躍している。しかし、彼女らをと

りまく状況は、複雑である。なぜなら、キャリアを積みニ　ョルング社会の

中で活躍することは、しばしば伝統の枠組みで親族組織が要求する女性と

しての立場や、若い者としての立場の範囲を逸脱することにもなるからで

ある。

「私は、今でも多くの人から、特に白人たちから医者になる勉強をする

ようにといわれている。一時は自分でもその可能性について考えもした。

でも、それはとても大変なこと。私は、今では診療所の準責任者で、いろ

いろな重要な決定をしなくてはならず、町の人びとに対して、それを伝え

て分かってもらわなくてはならない立場にある。人びとがこの診療所に要

求してくる様々なことに対応し、できないことを伝え、わかってもらうよ

うに説明するのも私。年長の特に男たちに、この診療所を代表して応対し

なくてはいけない事態がたびたび起こる。そのプレッシャーは非常に大き
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い。私が責任ある立場につけばつくほど、嫉妬もあるし、特に年長の男性

たちに対抗するような立場になると必ず、「プンゴワしている（威張ってい

る）」と非難されることになる。ましてや医者になった場合を考えると、人々

の死と関わることも増えるわけで、その重圧はさらに大きくなるでしょう。

それを思うとね・・・。」

女性として、キャリアをつむ彼女らであるが、ヨルング社会の地域政治

の中では男性が中心であり、その顔を潰すことはクラン間の争いにも繋が

りかねない。それはなんとしてもさけるべきことである。昨年、ジョアン

は町議会のメンバーに選出された。町議会にはいつも一人か二人の女性が

入るのが普通で、それ自体はそれほどめずらしいことではない。しかしジ

ョアンの場合はさらに複雑な事情があった。彼女の父のアルフレッドは、

今ではガリウインクのクランの長老であり、中心人物の一人である。彼が、

同時に議会の副議長に選ばれたのである。同じ議会に父と娘が並ぶのは、

おそらくガリウインクでは初めてのことだろうとおもわれる。このことが

うむ問題の複雑さは、私たちの想像をはるかに超える。客観的に見て、オ

ーストラリアの主流社会の政治経済的事情に通じているのはジョアンの方

であるし、事務能力、英語能力共に圧倒的に彼女の方がアルフレッドより

上である。しかし、議会での発言はなにをおいても父を優先しなくてはな

らないし、彼の判断に反対することは、ジョアンにとって不可能に近い。

そんな中で、町の運営に彼女が主体的にかかわることは、まるで曲芸のよ

うなバランス感覚を必要とする。彼女にとって責任あるキャリアを積むこ

とは単なる個人的なことではなく、クランの成員として、しかも女性とし

ておこなわなくてはならない。それは決して、容易なことではないのであ

る。

４）婚姻の規貝りと家族

ジョアンには婚約者はいなかったが、ヨルング社会で親族関係上正しい

婚姻相手とされる彼女から見て「母方の祖父の姉妹の娘の息子」にあたる、

彼女よりも五歳年上の男性と、一九八八年に二八歳で結婚した。この年令

はヨルングの伝統的な結婚年令からすると異常に遅い。この地域では結婚

式はなく、男性の家で一緒に暮らすようになると結婚したとみなされる。

ある日、ジョアンの父方の叔母にあたる女性の家で、掃除をしている疲女
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をみかけた。何をしているのかといぶかしむ私に、「父と母を喜ばせるため

に結婚したの」と、浮かない顔で答えた。実はこの頃彼女には、ダーウィ

ンで出会ったアボリジニのボーイフレンドがいた。その人のことについて

は、一九八五年に初めて筆者が彼女にであってからずっと話を聞いていた。

彼がこちらにやってきたり、彼の住むお隣のミリンギンビに出かけていっ

たりして二人の関係は続いていたが、親族関係上正しい相手ではないため、

どうしても父は認めてくれようとせず、ずっとジョアンは悩んでいたので

ある。その挙げ句の決断がこの親がすすめる結婚だった。

しかし、この結婚は長続きしなかった。当時のジョアンは学歴もあり、

利発で、才能にあふれ、自信に満ちた溌らつとした若い女性だった。それ

に対して、夫のジムは、中学で学校を離れて以来、きちんとした職もなか

った。結婚して半年もした頃、再び彼女は、父母の家に戻っており、「もう、

これ以上、あなたを幸せにするために暮らすのは嫌だ、とハツキリいって

出てきちやった」と、いたずらっばく語っていた。本当のところは、ジョ

アンが軽くいうほど離婚は一般的なことではなく、主要な家系の彼女であ

るから大きなスキャンダルにならずにすんだということは、あとから他の

女性に聞かされたのであったが。

一九九一年になって、さらに彼女の家族に大きな変化がおきた。それは、

両親の変化からはじまった。それまで一夫一婦の夫婦だったのだが、父の

アルフレッドが二人目の妻を迎えたのである。ヨルング社会はもともと一

夫多妻制で、妻を複数持つことは珍しいことではなかった。アルフレッド

の父には六人、メアリーの父には－一人の妻がいた。しかし、ミッション

の影響下で、一夫多妻は望ましくない、という意識が共有されるようにな

った。特に女性は複婚を好まない。アルフレッド自身も八八年頃に筆者に

向かい、一夫一婦が正しい夫婦の形で、自分がいかにそれを大切に守って

いるか、をとくとくと語っていたのである［窪田一九九七ｂ］。おまけにア

ルフレッドの今回の結婚は、恋愛結婚だったことが、さらに事情を混乱さ

せた。伝統的な一夫多妻は、親族間で結ばれた婚約に基づいておこなわれ

るもので、そこには義務関係が大きく影をおとしている。つまり、それは

個人の好みとは関係のない、「仕方のない」結婚である。ミッションの時代

に、すでに複数の妻を持っていた男が、一夫一婦を守ると宣言し、妻たち

を返し、それ以外の迎えるはずであった妻たちも拒否したという出来事が
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あった。これは、逆にクランの義務を軽視したことを意味し、クラン間で

の戦いに繋がって、緊張を生んだという事例がこのことを示している

［ｓｈｅｐｈｅｒｄｓｏｎ１９８１］。

アルフレッドはダーウィンに仕事でいっていた時に、ミリンギンビ出身

でダーウィンで暮らしていたリジーに出会い、子供ができた彼女をガリウ

インクに連れ帰った。アルフレッドとリジーは親族関係上でも結婚してよ

い関係なので、その点ではクランからは何の文句もでなかった。しかし、

それまでとても仲のよい夫婦であっただけに、メアリー▼には大きなショッ

クであったようだ。しかし、メアリーはなんとか状況を受け入れようとし

ていたように見受けられた。ところが、おさまらないのはリジーの方だっ

た。彼女は以前に白人男性と暮らしていたこともある女性で、アルフレッ

ドとも恋愛をし、一緒に住むようになったわけである。その彼女にとって、

ガリウインクでの生活で、なにかとメアリーを頼りにするアルフレッドは

腹立たしい。嫉妬し、たびたび怒りを爆発させる。リジーの子供たちがメ

アリーの方になっいていることも、彼女にとっては気に入らない。こうし

てアルフレッドー家では、何かともめごとが頻発することになった。この

アルフレッド一家のトラブルは、伝統的な婚姻と恋愛結婚の概念が複雑に

入り組み、混乱したことによって生じたのであることが分かる。

さて、当時、ジョアンは離婚後数年がたち、診療所で働く日常を取り戻

していた。しかし、彼女は毎日のようた家で続く喧嘩にほとほと嫌気がさ

したのだという。以前から親に反対されていたボーイフレンドのこともあ

って、一九九一年のある日彼女は、近隣の都市であるダーウィンに出奔し

てしまった。この年、調査に訪れた筆者は、ジョアンがダーウィンにいる

ことを聞かされ、車で彼女をさがしあるいた。ジョアンは、この都会で新

しいボーイフレンドのリチャードと、グラスピープルとよばれる野宿をし

て暮らす生活をしていた。社会福祉のお金を受け取りながら、ビールをの

み、きままに浜辺や公園で眠る。時には酒に飲んだくれ、喧嘩に巻き込ま

れることもある。カジノにでかけ、たまには大きくもうけたり、大きく損

をしたりする。外から見ると浮浪者のようにさえ見える生活である。しか

し、必要があれば、シェルターも政府施設も救世軍もあり、病院のシステ

ムも頼りになる。生活にはべつに困らない、とジョアンは語り、私の予想

とは異なり、ダーウィンでの野宿暮らしを楽しんでさえいるようだった。
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「私はお酒に強くて、お酒で問題を起こすことはなく、ダーウィンの警官

にもそれは認められているの」と明るく話していた。こうして足かけ三年

間、ジョアンはダーウィンで暮らしていた。

一九九四年になって、ジョアンはガリウインクに戻った。そして二年後、

リチャードがガリウインクにやってき、ジョアンは彼の親戚の家や一緒に

暮らしはじめた。ジョアンは、ボーイフレンドの家族と特にうまくいって

いるふうではなく、彼女も夜、眠りにだけその家に戻るような状態であっ

た。ボーイフレンドとの関係も、彼女の両親は認めたわけではなく、ただ

黙認しているだけであると語っていた。この二人は、子供ができず、また

ボーイフレンドのリチャードが酒をやめられないことも理由のひとつとな

って、一九九九年には別れてしまった。ジョアンは再び母メアリーの家に

もどった。

「男は、もういい。わたしは、もうお酒も飲まないし、あなたとは生き

方が違うとハツキリ彼にいった。だいたい、ダーウィンでお酒ばかり飲ん

でいて、白人たちがアボリジニをいやがるのも当たり前よね。それがよく

分かったわ。ボーイフレンドとはこれまでに殴り合いの喧嘩をなんどもし

て、前歯をなくしたし、傷も体中にたくさん。もうたくさん。これからは

仕事を一生懸命することにきめたの」と決意を語っていたのである。

アルフレッドの結婚騒動によってジョアンは、ダーウィンに出奔したこ

とになるが、彼女の妹のリサもやはり一九九三年に、もう一つの都市であノ

るゴーブに家出してしまっていた。そこで、東隣の町であるイルカラ出身

のアボリジニの男と恋仲になり、彼女はこれまでに二人の子供を彼との間

にもうけている。そのたびに子供をつれてガリウインクに戻るが、子供が

少し大きくなると、子供をおいて、ゴーブに戻ってしまう、という生活を

繰り返してきている。ボーイフレンドにはイルカラに妻がいることもあり、

親族関係上も正しくない関係の相手でもあるためこ　親はやはり反対してい

る。彼女自身もイルカラで暮らすことにはいやだという。生まれた二人の

子供については、夫側の親族は、イルカラで育てたいらしいが、アルフレ

ッドとメアリーは頑としてわたそうとせず、ガリウインクの家族が可愛が

って育てている［窪田一九九七ａ］。

ジョアンは、四○歳になった今でも、家族のしがらみから離れられては

いない。それは、彼女だけではなく、妹のリサもそうだし、アルフレッド
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もメアリーも、そして第二夫人のリジーもそうである。誰も決してこの家

族関係から離れてしまおうとはしない。このことは、かれらにとって、親

族関係が現在もいかに重要で、無視できないことであるかを示している。

５）儀礼と土地

ジョアンの日常は、非常に忙しく、その動きは、ゆったりとしたヨルン

グ社会のそれよりも、我々の日常生活の煩雑で多忙なものに近い。ダーウ

ィンや、その他の都市への出張を繰り返し、電話、ファックス、そしてＥ

メールで常に他の都市との連絡をとっている。しかし、その一方で、彼女

は自分に期待されているクランに対する義務に敏感で、、できる限りクラン

や親族で期待される役割をこなそうと常に心を砕いている。例えば、彼女

の儀礼での真剣さは目を見張るばかりである。それは一つには、ジョアン

が有力家系の彼女の世代での一番年長であることが大きい。ヨルング社会

では、男女だけでなく、年長、であることが重要である。アルフレッドの

長女として、また、メアリーの長女として、それぞれのクランで、女性で

あっても主要な儀礼には出席し必要な役割を果たすことが期待される存在

なのだ。

このことは、再び、ポリティックスと関わる。ヨルングの社会では、近

年になってクランごとの土地権主張のかけひきが、顕在化してきている四。

このような時には、ジョアンのようなＪ外部のオーストラリア主流社会に

対応できる、英語の達者な人物は活躍が望まれる存在である。しかし、そ

のことは、再び、ジョアンへの注目を集めることになる。女性である彼女

がヨルング社会で突出して目立つことには、抵抗も大きい。ジョアンが、

葬儀を初めとする儀礼での真剣さは、彼女自身がこのような自分への批判

的な視線をよく認識していることを示している。自分の立場をわきまえた

「正しい」行動をすることで、決して通常女性が期待される範囲から突出

するつもりがないことを、クランの人々に理解してもらおうと心を砕いて

いるのである。

今では友人も多く、すっかりなじんでいるもっとも近い都会であるダー

ウィンに、ジョアンは様々な機会を捕らえて出かけてゆく。そしてそのま

ま数週間戻らないこともある。そんな彼女をみて人びとは「また酒を飲ん

で、カジノで遊んでいる」と非難する。しかし、ダーウィンで彼女をさが
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して話をすると、その思いは全く異なることが分かる。

「ストレス発散に３日間は飲んでいたけれど、昨日からはもうお酒はや

めてるわよ。今は、入院している義理の息子がいるから、その世話を理由

にしばらくダーウィンにいるつもり。ガリウインクのみんなが帰ってこい

といっているのは分かっている。でも、来る前に長く戻らないなんて言え

るわけがないでしょう。私も頭を冷やした方がいいの。病院での仕事と、

町議会での役割と、親族内での立場。たまには、ビールものまなくちやね。」

このように、彼女は自分のおかれているストレスの多い生活から、ダー

ウィンという都会と、ガリウインクとの適度な距離を利用して、意図的に

短期的な休息をとっている事が分かる。その証拠に彼女は決してヨルング

社会から離れてしまおうとしているのではない。クラン間でおこなわれる

複雑な権利主張の争いや、政治経済がらみの町の運営、どんどんと入って

くる新しいプロジェクトや企画などを目の当たりにし、その判断を迫られ

る立場にあって、ヨルング社会がどのように受け入れ、どの方向に進んで

いくのがいいのか。彼女が判断を迫られることは多様である。しかも、物

事を自分自身が中心になって推進していこうとするのではなく、たとえそ

れを試みても不可能という、ヨルング社会のバランスのなかで、女性であ

る彼女がその期待される役割を具体化していくという困難を、ジョアンは

生きているのである。

４　未来の鍵を握る女性たち

現在のオーストラリア主流社会において、ヨルングを初めとするアーネ

ムランドに暮らすアボリジニは、大きな注目を集めている。彼らは混血し

ておらず、独自の言語を維持し、ヨルングの精神世界を象徴する神話と儀

礼を維持している。それらは、自然と人間とが連続し、一体化した世界観

に基づいている。彼らの社会の特徴といわれる複雑な親族組織も、現在に

生きている。オーストラリア社会が、オーストラリアのアイデンティティ

を模索する中で、このようなアボリジニの「伝統的」イメージが象徴とし

て求められる場面が増加している。それにもっともよく適合するような典

型的なアボリジニ・イメージを代表しているのが、アーネムランドの純血

のアボリジニ、ということになる。
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特に、一九九三年の先住植原法五以来、アボリジニの人びとの土地との精

神的な結びつきは、注目を集めている。それというのも、アボリジニの人

びとの土地に対するつながりは、象徴的な意味だけではなく、現実の社会

経済に影響を与えるものだからである。先住民であるアボリジニの人びと

は、その文化的独自性を主張することによって、経済的な利益をえる。彼

らの存在やその土地権の主張は、具体的な政治性を伴っている。このよう

な社会的状況によって、主流オーストラリア社会との関係は、ますます重

要になってきている。そして一方で、このことはクラン間関係の複雑さも

生んでいる。オーストラリア主流社会に対しては、ジョアンのような政治

的にも対応できるような存在が求められる状況が生まれてきているといっ

てよい。しかし、複雑さを増しているクラン問関係を背景に、女性である

ジョアンは決して突出することはできないのである。

一見隔たって見える、オーストラリア主流社会と辺境に位置するアーネ

ムランドのヨルング社会は、このように具体的な政治経済的側面において

相互に影響を与えあっている。そうした相互関係の中にあってヨルング社

会で経験されてきた変化と、それに対応するジョアンをはじめとする人び

との姿からは、ヨルング社会め直面してきた困難と．経験、そして現在を知

ることができた。ヨルング社会は、２０世紀の後半、オーストラリア主流

社会との関係の中で大きな変化を経験し、対応を余儀なくされてきた。そ

の中で力を付けてきたヨルングの人々わ１人がジョアンであった。伝統と

新たな価値感の間で、力を得てキャリアを積んできたジョアンのような女

性たちは、同時に伝統の枠組みとのバランスをとる必要に駆られる。オー

ストラリア主流社会との対応においては、ジョアンのような存在が大きな

期待を寄せられる。しかし、女性である彼女は伝統をないがしろにするこ

となく、自己を定位し、白人主導ではない自らの社会の未来を模索してい

る。苦しみながら、時に道をはずれながらも、思慮深い女性たちの姿がそ

こからは見えてくる。

窪田幸子　一九九七ａ「親族の基本構造を生きる－「ムルンギン」の現在」

青木ほか編『岩波

講座文化人類学第四巻　個からする社会展望』一五九一一九六頁、

岩波書店。
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窪田幸子　一九九七ｂ「恋愛結婚と一夫多妻」『月刊みんばく』三月号：－

五一一七、千里文化

財団。

窪田幸子一九九九『社会変容と女性－ジェンダーの文化人類学』（八木祐

子と共編著）、ナカニ

シヤ出版。

窪田幸子　二０００「オーストラリア・アボリジニとキリスト教ミッショ

ンの半世紀一北東ア

ーネムランド・ヨルングの記憶」吉岡・林編『国立民族学博物館研

究報告』ニー号：

八セーー○七。

窪田幸子　二００二（印刷中）「神話と土地とクランをめぐるミクロヒスト

リー」田中雅一・松

田素二編『ミクロ人類学』世界思想社

Ｃｏｏｍｂｓ，Ｈ．Ｃ．１９７８“Ｋｕｌｉｎｍａ，Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ ｔｏ Ａｂｏｒｉｇｉｎａｌ Ａｕｓｔｒａｌｉａｎ”，

Ａｕｓｔｒａｌｉａｎ Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｐｒｅｓｓ，

Ｃａｎｂｅｒｒａ．

乃

Ｋｅｅｎ，Ⅰ．１９９４“Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ａｎｄ Ｓｅｃｒｅｃｙｉｎ ａｎ Ａｂｏｒｉｇｉｎａｌ Ｒｅｌｉｇｉｏｎ，

０Ⅹｆｏｒｄ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｐｒｅｓｓ，Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ．

ＭｃＫｅｎｚｉｅ，Ｍ．１９７６“Ｍｉｓｓｉｏｎ ｔｏ Ａｒｎｈｅｍｌａｎｄ”，Ｒｉｇｂｙ，Ｓｙｄｎｅｙ・

Ｍｏｒｐｈｙ，Ｈ．１９９１〃ＡｎｃｅｓｔｒａｌＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎｓ”，ＴｈｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＣｈｉｃａｇｏ

Ｐｒｅｓｓ，Ｃｈｉｃａｇｏ．

））

Ｓｈａｐｉｒｏ，Ｗ．１９８１“ＭｉｗｕｙｔＭａｒｒｉａｇｅ，ＩｎｓｔｉｔｕｔｅｆｏｒｔｈｅＳｔｕｄｙｏｆＨｕｍａｎ

Ｉｓｓｕｅｓ，Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｉａ．

Ｓｈｅｐｈｅｒｄｓｏｎ，Ｅ．１９８１“Ｈａｌｆ ａ Ｃｅｎｔｕｒｙｉｎ Ａｒｎｈｅｍ Ｌａｎｄ”，Ｐａｎ Ｐｒｉｎｔ，

Ｓｏｕｔｈ Ａｕｓｔｒａｌｉａ．

注

‾ガリウインクには十二のクランに属する人びとが一緒に暮らしている。

そのうちＡクランの人口は全体の二十セパーセントをしめる。またＡクラ
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ンは、ガリウインクが建設されている土地に権利をもつクランとの関係も
深いため、さらに有力なクランなのである。Ｂクランは、Ａクランについ

で人口が多く、約十ニパーセントをしめる。　′
ニ　ョルング地域の婚姻規則は、男性から見て「母の母の男兄弟の娘の娘Ｍ

ＭＢＤＤ」と結婚することを規定する母方交叉イトコ婚である。それに加
えてクラン間関係として、妻を与えるべきクラン、妻を受け取るべきクラ

ンという一般交換の関係も規定されている。

三学校教育は、ミッション経営の主眼の一つで、当時の主任ミッショナリ
ーであったシェパードソンの妻が学校を始めた。当時は、同化主義の政策

によって、英語教育が重視された。現在は、ガリウインクの学校は基本的

には他の学校と同じカリキュラムで運営され、中学校教育までここで受け
ることができる。他と異なるのは、英語とヨルング語の二言語教育がおこ

なわれている点である。

四一九九三年の先住権原法をうけ、ガリウインクでは海の権利についての
クランごとの主張が強まっている。ダーウィンの土地委員会からのヒヤリ

ング調査がおこなわれ、海域権の申請の可能性が模索されている。こうし

た中で、各クランごとの土地権に関わる主張が強まり、時にもめ事がおこ
る場面も見られるようになっている［窪田　二００一］。

五一九九二年に連邦最高裁で出された通称「マボ判決」を経て、翌年に出

された法律。これによって、アボリジニの人びとの先住権申請を受け付け、

審議することが可能になった。
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ヨルングの記憶とミッションの半世紀

１．　はじめに

オーストラリアへの入植の歴史のなかでの先住民との関係は、固定した

イメージで語られるものとなっているといえるだろう。つまり、約２００年

前に始まったイギリス系移民による入植がすすむにつれて、先住民である

アボリジニは迫害をうけ、人口を減らし、彼らの伝統文化は剥奪されてい

ったという歴史観である。それは１９８８年のオーストラリア２００年祭で、シ

ドニーの町でアボリジニたちが大規模な抗議の追悼デモをおこない、２００

年は先住民にとって侵略の歴史であったという主張をおこなったことや、

２００１年のオーストラリア連邦成立１００年記念を目前として、これまでの先

住民に対する不当な扱いを清算し、主流社会側と先住民との和解を図ろう

とする政府の動きなどにも如実に現れている（１。

しかし、オーストラリアにおける入植のあり方や、迫害の程度、それに

対するアボリジニの対応は、決して一様に語りうるものではない。例えば、

筆者の調査するオーストラリア北部に位置するアーネムランドにおいては、

オーストラリアの他地域と大きく異なり、本格的な植民は遅く、かつ暴力

的な接触はほとんど経験されなかった。遠隔地であったこの地域への入植

が細々と始まるのは、１８００年代の半ばのことであり、しかもキリスト教・

ミッション（２が主体の入植であったためである。

現在のオーストラリアでは、ミッションと言えば同化主義の手先だった

人々と批判的に扱われる場面が多い。一例をあげれば、戦前から戦後にか

けて、混血のアボリジニの子どもをアボリジニの家族から取り上げ、ミッ

ションの施設や白人（３の家庭で育てるという施策がとられていたのだが、

これが現在「盗まれた世代（ｓｔｏｌｅｎｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）」問題として、政府の公式

謝罪が求められている。委員会による実態調査が行われ、和解が模索され

ているが［ｃｏｍｍｏｎｗｅａｌｔｈ ｏｆ Ａｕｓｔｒａｌｉａ１９９７］、大きな社会問題のひとつと

して注目を浴び、メディアでもしばしば特集される。その中で当時のミッ

ションの活動が批判されているのである。

ところが調査地であるアーネムランド北東部のヨルング（Ｙｏｌｎｇｕ；人間の

意）を自称とする人々の地域では、入植の歴史的経緯が異なるだけでなく、
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入植についての認識、記憶も他地域とはおおきくずれがある。調査地の特

に４０代以上の人々は、現在でもミッションの時代をよく覚えており、とて

もよい時代として語る。彼らの中には当時の伝道師たちの名前や家族構成

を細かく覚えている者も多く、特に長くこの地に滞在した伝道師たちのこ

とは、敬愛を込めて語る。たとえば現在は弓ｔ退して南部で暮らしているが、

５０年近くの時間をアーネムランドで過ごしたハロルド・シェパードソン

（Ｈａ士ＩｄＳｈｅｐｅｒｄｓｏｎ）のことは、現在も愛称のシェピーという名前で日常の

話題にのぼる場面が多く、１０年ほど前に彼の妻が死去したこと、彼の健康

状態、現在の彼の生活状況などは、エルコのアボリジニの人々の共通の知

識となっている。南部に訪れる機会があった者が彼を訪れることもしばし

ばあり、４年前には、町の新空港のオープニングのセレモニーに彼が招待

され、人々は彼との握手のために長い列をつくったほどである。また、ミ

ッションの時代の生活の細々としたことを思い出話として語る時に、それ

が正しいことであった、という事を示すために「バーパ（父）・シェピーが、

こういっていたから」という言い回しによくであう０このように、ミッシ

ョンの人々についても、当時の生活についても、彼らは⊥様に郷愁と呼べ

るような感情を持っているように思われる。ミッションの人々はヨルング

のために働いてくれた、いい人たちだった、という言い方がされ、それに

比べて、現在町にいる白人は自分たちのことばかりを考えて行動している、

自分たちと交わることを好まない身勝手な人々として非難する。

人類学的な調査においてその社会を一方的に特定した像た固定してしまう

ような記述に対する批判［クリフォード＆マーカス１９９６、Ｃｌｉｆｆｏｒｄ１９８８］

のなかで、歴史人類学的手法の必要性が指摘されるようになって久しい。

すでに固定化された歴史イメージを脱却するために、伝道師や入植者の残

した記述や記録、そして人類学者の民族誌などから、多様な日常実践を記

述し、解釈することが求められている。このことはトーマスの主張する植

民地主義への歴史的アプローチに重なるものであり［Ｔｈｏｍａｓ１９９２］、それに

ょって、アボリジニの人々の主体的なかかわりの姿とともに、現在へのダ

イナミックな道筋を照射することができるであろう。筆者はこうした問題

意識をもとに、以下の二つの目的を持ってこの論文を構成している。第一

には、「オーストラリアへの入植」とひとくくりにして語られてきたイメー

ジと異なるアーネムランドの人々の経験した歴史、より限定的にはエルコ
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島を中心とする調査地の人々の経験した歴史の独自性を示すことである。

第二には、調査地域の入植の過程とそれに対する先住民の対応を細かに見

ることで、入植者側の植民にかかわる思想と実践の多様なあり方と、被入

植者側の対応の間の相互関係を知ることである。調査地のアボリジニにと

ってミッションはどのような存在であり、土の半世紀の歴史を彼らはどの

ように語り、取り込み、現在があるのだろうか。彼らがとらえる歴史を考

えることからポストコロニアル状況を生きる彼らの生の一側面に迫りたい。

２．北部オーストラリアの開拓とミッション

１）１９世紀の北部オーストラリア

はじめに調査地のあるアーネムランドおよび北部地域の歴史を、ハリス

［Ｈａｒｒｉｓ１９９０］を手がかりにしつつ、ミッションとのかかわりを中心に概観

してみることにする。アーネムランドは遠隔地であり、白人が最初にこの

地域を訪れるのは１９世紀になってからのことである。１８１４年にフリンダ

ース（Ｍ．Ｆｌｉｎｄｅｒｓ）という探検家が北部を航海し、その記録を残している。

最初の白人の居住はそのあと１８２４年のことで、メルビル島をはじめとして

北部海岸の３カ所に相次いでキャンプが築かれている。開拓の足がかりと

しての拠点の建設ではあったが、いずれも維持が困難で数年で閉鎖されて

いる。唯一、ダーウィンの東のエツシントン湾（Ｐｏｒｔ Ｅｓｓｉｎｇｔｏｎ）に１８３８

年に建設されたキャンプが１８４９年まセ１１年間続き、カソリックの牧師が

１８４６年に一人はいり、アボリジニと比較的良い関係をつくったと記録され

ている。

本格的な北部におけるミッションの活動は、１８６３年頃から始まるイエズス

会によるものである。試行錯誤のあと、かれらが実際に現在のダーウィン

の町の東部にキャンプを設立し始めるのは１８８２年のことであった。このキ

ャンプはのちにセント・ジョセフと命名されるが、この地域の主要部族の

ララキア（Ｌａｒｒａｋｉａ）族のアボリジニたちが徐々にこのキャンプに定住をは

じめ、農業を手伝うようになり、１８８５年には学校教育も始まった。

このセント・ジョセフ・ミッションでは、自給自足をめざして模索が繰り

返され、他地域への拡大の試みもされた。しかしアボリジニたちの定着性

の低さの問題や、他部族との緊張関係の問題、経済的な問題などがあって、

粁余曲折ののち１８９９年に閉鎖される。このイエズス会ミッションの活動の
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特徴として注目されるのは、活動が平和的であり、一押しつけがあまりない

点である。まず数人の伝道師が共同して、居住地を整備し、農園をつくり、

そこにアボリジニが集中する。伝道師はそのアボリジニの部族の言語の学

習に力を入れ、学校教育を行い、ともに暮らしながら自立できるコミュニ

ティーの成立をはかるというものである。つまり、明白に強圧的にみえる

ような文化的侵略は、北部に関しては最初からほとんど見られなかったこ

とが指摘できるのである。

もちろん、その一方でミッション以外の強制や暴力を伴うような入植が皆

無だったわけではない。１８７０年代後半、北部のダーウィンまで、牛を移動

させてゆくルートとして、水場の確保が困難であった、これまでの大陸の

真ん中を垂直に北上するルートの他に、新たにカーペンタリア湾から西へ

向かい、北部の中ＪＬ、地、ダーウィンへというルートが開発された。その中

で、この道沿いに位置するアーネムランドの東南部のローパーリバー地域

に、牧場としての潜在的可能性があることが発見され、キャサリンをベー

スとしてこの地域の牧場リースが始まった（地図参照）。この牧場は１８９０

年代にいったん経済的理由によって放棄されるのだが、このとき同時に牧

場運営の障害として、家畜を殺してしまうなどのローパーリバー地域のア

ボリジニの攻撃性が指摘されていた。１８９９年に、この地域のリース権はロ

ンドンに本社をおく食肉輸入会社に移り、アボリジニの抵抗に対して、彼

らを根絶するという強硬手段が会社の方針として決定される。こうして実

際に、多くのアボリジニが殺害され、ローパー地域のアホリジニは誰でも

がこの時期、家族の中に殺されたものがいる経験を持つといわれるほどで

あった。こうした経緯のなかで、アボリジニの保護と地域の平和的安定を

めざして、１９０８年にローパーリバーのミッションが設立された。このよう

に、局地的には白人による暴力を経験し、制圧された後にミッションを受

け入れるという南部のアボリジニと類似した経験をもったアボリジニたち

もあったが、アーネムランド全体から見ると、これはむしろ例外的なケー

スであったという事ができる。

２）２０世紀のミッションの展開一第二次世界大戦まで

２０世紀にはいって、アボリジニ像が変化していくなか、各教会では、北部

へのミッション展開に関心を強めていった。当時アボリジニは、死にゆく
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民族と考えられており、南部のアボリジニはもう救いようのない、崩壊し

た民族であると理解されていた。その一方で、北部には、野蛮で、自然状

態の、攻撃的なアボリジニがいるというイメージが、オーストラリア全体

にひろくゆき渡っていた［Ｄｅｗａｒ１９９２］。それゆえ彼らはまだ文明に毒され

ておらず、救うことが可能な「本当の」アボリジニであるということにな

る。このような了解に基づき、それぞれの教会がミッション活動を繰り広

げて行った。１９１２年にはメルボルンで、プロテスタントのミッション間で、

アーネムランドを中心とする北部海岸地域をどのミッションが受け持つか

の話し合いがもたれ、地域割りが行われた。このときの話し合いに基づい

て、筆者の調査地域である東アーネムランドにはメソジスト派のミッショ

ン（Ｍｅｔｈｏｄｉｓｔ Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｍｉｓｓｉｏｎ）が入植することになってゆく［Ｈａｒｒｉｓ

１９９０］。

２０世紀にはいってから１９３０年代頃までのオーストラリアでは、全体的に

いって進化論的見方が優勢であったということができる。つまり、アボリ

ジニを野蛮で下等な民族であるとし、文明化は難しいが、白人とアボリジ

ニとの混血の子どもであればそれだけまだ可能性があるという考え方であ

る。こうした考え方にのっとづて、ハーフ・カーストと呼ばれる混血の子

供を、純血の母親から引き離し、寄宿舎で教育することと、アボリジニを

居留区において管理監督することの二つに、ミッションの活動は主に注が

れていたといっても過言ではない。しかし戦争の直前になると海外からア

ボリジニの扱い方についての批判がではじめたことなどにより、政府のア

ボリジニへの対応は変化の兆しを見せるようになっていた。

１９２８年には当時のクイーンズランド州のアボリジニの主任保護管であっ

たブリークリー（Ｊ．Ｗ．Ｂｌｅａｋｌｅｙ）が連邦政府からノーザンテリトリーのミッ

ションについてのレポートを求められ、各地のミッションを訪れている。

かれは１９２９年に提出したレポートのなかでアーネムランド地域を保護区

とすること、すなわち、アーネムランドという部族地域に居住している、

いわゆる「伝統的な」アボリジニを慈善的に監督する瘍所として保護区が

必要であると主張した。そして、その監督にＴ番適しているのはミッショ

ンで、政府の援助のもとにおこなわれるべきであるとも述べている［Ｄｅｗａｒ

１９９２］。

１９３７年の連邦及び州アボリジニ専門官会議（Ｃ。ｎｆｅｒｅｎ。ｅ。ｆＣｏｍｍｏｎｗｅよ１ｔｈ
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ａｎｄＳｔａｔｅｓＡｂｏｒｉｇｉｎａｌＡｕｔｈｏｒｉｔｉｅｓ）では、アボリジニをひとまとめにす

るのでなく、彼らを「分類」して考えるべきである、と議論された。その

内容からも、アボリジニのための保護区は必要なもの、という了解がこの

ころには広く了解されるようになっていたことが何える。この会議での「分

類」というのは、第一が、町に住んでいる崩壊したアボリジニ、第二が牧

場に住む半文明化されたアボリジニ、そして最後が部族地域の文明化され

ていないアボリジニという三分法であった。第一のグループについては、

大人の再教育は不可能だが、子供は白人のレベルにまで教育をほどこされ

るべきであるとされ、第二のグループに慈善的な指導をし、少なくとも部

族的儀礼に参加するなどの環境を保証するべきであり、そして第三のグル

ープのアボリジニには、これまでの居留地とは異なる広い範囲の、他の侵

害を許さないような保護区（Ｉｎｖｉｏｌａｂａｌｅ ｒｅｓｅｒｖｅｓ）を与えるべきである、

というものであった。これは現在からみれば不当に偏見に満ちた議論では

あるが、少なくとも、アボリジニのための保護区をつくるという意識は広

がりをもってきていたことがわかる。

純血のアボリジニは文明化された環境には適応できない人々であり、彼ら

の生存は、完全な隔離によってのみ可能である、とする生物学者などの専

門家の意見は影響力が強く、世論をうごかした。ニュージーランドをはじ

めとする外国からの圧力もあり、こうした背景の中で１９２０年の中央砂漠の

保護区をはじめとして、４つの大きな保護区がつくられ、その一つである

アーネムランドは、１９３１年にほぼ現在と同様の広さが保護区に指定される。

当時のアボリジニに対する福祉の考え方は、同化主義と隔離主義のふたっ

があった。双方とも保護区の必要を主張しているものの、同化主義の方は

ブリークレイ（Ｊ．Ｗ．Ｂｌｅａｋｌｅｙ）に代表されるように、一定の地域の中で同化

できる時間的猶予を与え、外からの影響を排除し、そのなかで同化するた

めの教育をおこなう、というものであり、隔離主義の方は、人類学者のト

ムソン（Ｄ．Ｔｈｏｍｓｏｎ）などに見られる考え方で、白人の都市にいるアボリジ

ニを追い出し、本来彼らがいた場所に押し戻そうとするものであった

［Ｄｅｗａｒ１９９２］。

いずれにしても、こうした保護区の設立に象徴されているのは、亡滅して

ゆく民族としてではなく、将来のある民族として、アボリジニへの対応が

検討され始めていた点である。また、政府の中には、人類学者のアドノペイ
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スを求めてアボリジニの状況を変えようとする政治家も出はじめる（４。シ

ドニー大学の文化人類学の教授であったエルキン（Ａ．Ｐ．Ｅｌｋｉｎ）は、１９３０年

代に政府からアボリジニの専門家として意見を求められ、アボリジニは白

人と対等な人間であり、彼らが白人と平等に暮らせる未来が可能である、

という考え方を示していた。こうした視点がアボリジニ政策の中に取り上

げられようとする動きも現れつつあったのである。

３）第二次世界大戦（１９３９－１９４５）の影響

アボリジニに対する政策の変化の兆しは、いったん戦争によって全て停止

することとなる。１９３９年イギリスが参戦、この戦争において日本はオース

トラリアのもっとも直接的な敵であった。北部地域は日本軍の爆撃を受け、

多くの死傷者をだした。ミッションの女性と子供はその多くが南部に避難

する。ミッションはいずれもー時的にその機能を縮小することになった。

それにも関わらず、この戦争はアーネムランドのアボリジニの白人文化の

需要を促進することに多大な影響を与えたのだった。

北部沿岸には日本軍にそなえて多くの軍事キャンプが設立された。北部の、

それまでミッションに住んでいなかったアボリジニも、その多くがこうし

た軍事キャンプとの関係をもった。軍に雇われたアボリジニも多く、そう

でなくとも食品や日用品などを求めてアボリジニたちが軍事キャンプにや

ってきた。

軍に雇われた者にとっては、それは初めての雇用経験となった。それまで

のように、小麦粉と紅茶ではなく現金を受け取ったのである。しかも白人

の軍人とある意味での対等な関係で扱われるという始めての経験をするこ

とになった。それまで、限られた人数のしかもミッションの白人しか知ら

なかったアボリジニたちが、「俗な」「ふつうの」白人たちと接触すること

にもなった。また、軍にはミッションとは比較にならないほどの物資と技

術力があった。食事は潤沢に与えられ、様ざまな日用品や物資を買うこと

もできた。同時にトラクターや戦闘機などの先進の器機や進んだ技術をア

ボリジニは目の当たりにすることになったのである。つまり、アボリジニ

の人々は、ミッションにはありえなかったほどの圧倒的に豊かな白人の物

質文化に触れることになった。

１９４５年に終戦を迎えたとき、多くの人々はブッシュでのかつての生活に戻
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ることを好まず、そのまま、軍が放棄したキャンプ跡に住みついたり、ミ

ッションの町に居住するようになった。また、戦争中にダーウィンへ移動

していったアボリジニも多く、戦争終了後も彼らの多くはアーネムランド

に戻ろうとしなかった。これを問題とみた政府は、中央アーネムランドに

新たにアボリジニのための取引所をつくる［Ａｌｔｍａｎ１９８５］。アボリジニが必

要とする食料や物資を、ワニの皮などと交換できる場所をブッシュのなか

につくり、彼らをダーウィンから押し戻そうとしたのである。これが後の

マニングリダの町になるのだが、このことは、いかに多くのアボリジニが

戦争を契機として西洋文明に惹きつけられ、そこから離れがたくなったの

かを示している。

４）戦後のミッション

戦後になって様々な変化が起きるが、アボリジニにとってもっとも大きな

意味を持ったのは、アボリジニについての責任母体が連邦政府にうつった

ことであるといわれる［Ｈａｒｒｉｓ１９９０：７８４］。なぜならば、そのことによって

様ざまな対アボリジニ政策の実質的な変化が可能になり、その迅速な適用

も容易になったといえるからセある。

１９４０年代からの諸外国からのアボリジニの扱い方についての批判もまた、

アボリジニの状況の変革に大きな意味を持った。戦後になって国連をはじ

めとする諸外国からのアボリジニへの対応への批判はしばしば政府を困惑

させた。政府はその結果としてアボリジニの同化政策を－とるようになって

ゆく［窪田１９９３］。

アーネムランドのミッション活動においてプロテスタント系の二つの大き

な勢力であったＣＭＳミッション（Ｃｈｕｒｃｈ Ｍｉｓｓｉｏｎａｒｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ、以下ＣＭＳ）

とメソジスト派ミッションは、戦後になると、その関係を深めてゆく。ア

ドバイザーとしてシドニー大学人類学教授のエルキン教授らが双方に関わ

ったことに象徴されるように、両ミッションの方針には共通点が多々見ら

れるようになってゆくのである。

このころのミッションの多くは、アボリジニの生存、保護のための場所で

あり、西洋社会をより抵抗なく受け入れさせるための場所であり、適応に

より時間を与えるための場所と位置づけられた。各ミッションでは伝道師

が現地のアボリジニの言語を習得することを奨励し、部族的な生活は排斥
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されるべきではなく、むしろ彼らの部族組織と習慣を基礎として、神の王

国を建設することを奨励する態度をとった。

次に示すのは、１９４４年にだされたＣＭＳの全体方針（Ｇｅｎｅｒａｌ Ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ

Ｍｅｔｈｏｄｓ）である。その当時のメソジストの全体方針との大きな差は認めら

れない。

１　ミッションの基本目標はアボリジニとハーフカーストに神の知識を与

えることである。

２　ミッションは改宗者を教会の正式メンバーに導き、その特権を享受で

きるようにすることをめざす。

３　直接的な伝導が常に中心的かつ基本的である。

４　子供と大人の双方への教育を可能な限りおこなう。それは福音を届け

るための補助として、また個人のパ∵ソナリティーの開発と成長のための

両方の意味でおこなわれる。

５　医療行為はミッションの基礎的でかつ重要な使命である。医療は必要

なときに、必要なところで、肌の色の違いに関わりなくおこなう。

６　農業と技術の訓練は、教育の重要な一部である。アボリジニを自活で

きる状況にするため、自尊心を育てるため、コモンウェルスの有用なメン

バーとするため、そして神の国の一員とするためにおこなわれる。

以上の他に、あらゆる行動において以下の点を留意することが指示されて

いる。アボリジニをミッションに依存することで卑下させないように、む

しろ彼ら自身の生活と発展に責任を持つように奨励すること。コミュニテ

ィの女性の地位を上昇させることをめざすこと。そして、自分たち自身の

中での社会的宗教的活動をおこなうように奨励すること、の三点である。

このように、この時期のミッションの方針は、それ以前に比べてアボリジ

ニ文化に親和性が高い′ものであることがわかる。同化主義ではあるものの、

人類学者のアドバイス、つまり文化相対主義的価値観が非常に強く反映さ

れていることが読みとれる。戦前までのミッションでの一夫多妻の廃止、

伝統儀礼の禁止、子どもを寄宿舎へ入れる、などにみられるような西洋白

人社会の価値観を強力に押し進めるような方策はほとんど見られない。こ

れが戦後のオーストラリア・ミッションの特色といえるだろう。

３．メソジスト派ミッションのアーネムランドでの展開
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１）メソジストの北部ミッション方針

メソジスト派のミッションは、１９１６年までアボリジニの人々の間での布教

活動を行っていなかった。すでにふれたように、他の教会と同様にメソジ

スト派においても北部地域の「まだ手つかずのアボリジニの地域」のアボ

リジニに対するミッションへの興味は大きかった。プロテスタントの教会

間での地域割りの結果、メソジスト派には、アーネムランドの北部海岸地

域の中央部が割り当てられた。初めてのミッションであっただけに、それ

までの他の宗派のミッション活動の結果も十分に見ることができたためか、

メソジスト派は、ミッションの果たすべき役割を決定する連邦政府から、

布教の前提となる条件をとりつけるために、あらかじめ確固とした言質を

得ることに注意深く対応したといわれる［Ｄｅｗａｒ１９９２］。メソジストは連邦

政府に対して以下の４つの要求を出している。それは、１）アボリジニの

リザーブを隔離すること、２）ミッションの目的のために連邦政府はある

程度の土地を無償リースすること、３）ミッションに関係しておこなわれ

る教育目的の活動や工業活動に適切な補助金の額を与えること、４）原住

民の福祉を第一とすること、という４点であった。これらの態度から、メ

ソジスト派は求められた役割を果たすことで、政府に利益を与えるという、

自らの位置づけをはじめから明確にしていたという事がわかる。

こうして、１９１５年にワトソン（Ｒｅｖ．Ｗａｔｓｏｎ）がメソジスト派最初のミッ

ションの場所を選定するためにアーネムランドへおくられ、ゴルバーン島

（ＧｏｕｌｂｕｒｎＩｓｌａｎｄ）が選択さた。１９１６年にここにミッションが設立され

る。１９２１年の段階で、伝道師のための住居が数軒と、寄宿舎が建設されて

おり、約１２０人のアボリジニがこのミッションで定住的に暮らし、寄宿舎

には４０人の混血を含めた子どもが居住していたという［ＭｃＫｅｎｚｉｅ１９７６］。

ゴルバーン島は、アーネムランドでも西方に位置し、中心地であるダーウ

ィンに近いこともあって、この地のアボリジニたちは、混血の子どもたち

の存在からもわかるように、すでに白人との接触を経験したものが多かっ

た。ワトソンは、「まだ文明に毒されていない、堕落していない（ｕｎｓｐｏｉｌｅｄ

ａｎｄｕｎｃｏｎｔａｍｉｎａｔｅｄ）」アボリジニがたくさんいる地域にミッションの活動

を拡大したいという思いを常に強くもっていた。１９１６年の末に、彼はゴル

バーン島からさらに東のヨルングの地域であるミリンギンどの近くで、３００

人のヨルングの男性が儀礼のために集まっているところに出会った。この
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ヨルングの人々にとってはワトソンが初めて出会った白人であった。ワト

ソンはここを２つめのミッションの基地としたいと強く思い、ミッション

の本部に働きかけを始める。１９２１年、ワトソンは、ジェニソン（Ｒｅｖ．

Ｊｅｎｉｓｏｎ）とともにミリンギンビへ向かい、ミッション建設の試みが開始さ

れることになる。ところが、ミッションから管理長官（ｓｕｐｅｒｉｎｔｅｎｄｅｎｔ）

に指名され、ワトソンとともにミリンギンビに向かったジェニソンは、ミ

リンギンビよりもその対岸にあるエルコ島を気に入り、そこにミッション

を建設したいと考えた。そして彼は本部との交渉の結果、２００平方マイル

のリースを得て、翌１９２２年にミッションを開始した。しかし、この地域で

の石油の試掘がはじまったことから、翌年、結局ミリンギンビに戻って、

ミッションを建設する、という経過をたどった［ＭｃＫｅｎｚｉｅ１９７６］。しかし、

ェルコ・ミッションの歴史はここで終わりを見なかった。第二次世界大戦

が始まると、このミリンギンビに空軍の基地が建設された。１９４２年には日

本軍がこの地を爆撃する。こうした状況の中、ミッションは人々と製材所

などの機材を避難させる目的で、再びエルコに移されるのである。このと

き、多くのアボリジニが伝道師たちと一緒にボートに乗ってエルコに移動

し、新たなエルコ・ミッションの建設に尽力したという。戦後ミリンギン

どのミッションは再開されるが、エルコもそのまま継続する事になる。

２）ミッション・セツルメントの発展

１９４２年、筆者の調査地であるエルコ島のガリウインク・ミッションはこう

して、成立した。シェパードソン夫妻が、製材所やその他の重要な設備機

材を船に積み込み、アボリジニの３家族と一緒にエルコにやってきたとき

には、５０人ほどのアボリジニがすでに集まっていたという［ＭｃＫｅｎｚｉｅ

１９７６］。エルコでは移動の直後からアボリジニたちの協力を得て、住居、教

会、製材所、プランテーション、学校などが次々と建設されていった。ア

ボリジニたちもそのまわりに小屋をつくり住むようになった。

１９５０年代にはいるとエルコのミッションはますます発展していった。スタ

ッフの人数が増え、スタッフ会議が開始され、・語学クラスも始まった。飛

行機での移動は日常化し、機動力によって物資の輸送も容易に活発になっ

た。初めてのナポリジニのカップルが教会で結婚式を挙げ、１９５４年にエル

コで開かれた教会会議には、アボリジニの代表団が出席した。学校も娩模
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が拡大し、生徒は９０人ほどに、白人の教員が二人に増え、新しい校舎も建

設された。新しく漁業会社も設立された。ここからは二週間に一度２００か
＼

ら３００ポンドの魚がダーウィンに空輸されるようになった。１９５９年末の段

階で、エルコには約２０人のミッション・スタッフがいた［ＭｃＫｅｎｚｉｅ１９７６］。

東アーネムランドではいずれのミッションでも、周辺地域にいたアボリジ

ニの多くは比較的早くミッションで暮らすようになっていったといわれる。

ミッションで働いたアボリジニには小麦粉やタバコで給料が支払われ、そ

のことがミッションへの好奇心をかきたてるとともに、多くのアボリジニ

の人々をミッションに惹きつける要因になった。しかし、全く問題がなか

ったわけではない。例えばミリンギンビでは初期の伝道師が一夫多妻をや

めさせようとして、アボリジニをムチ打ったために、アボリジニが憤慨し、

伝道師を殺そうとする、という事件が記録されている。そのほかにも異部

族間での紛争による流血の騒ぎはいずれのミッションでも数多くおきてい

る。しかし、全体的な流れとしてみると、アーネムランドのメソジストミ

ッションは、アボリジニの文化に理解を示し、彼らに歩み寄る姿勢をはっ

きり示し、アボリジニ側のミッションの受け入れも良好だったといってよ

いだろう。メソジストのミッションのこのような特徴を、より明確に示す

ため、ＣＭＳと比較しながら見ていくことにしよう。

３）メソジストとＣＭＳ

戦争に先立ち、メソジスト派は１９３５年にミリンギンビに続いて、イルカラ

にミッションを設立した。このミッションの設立のきっかけには、ある大

きな事件があった。アーネムランドの東海岸部はそもそもはＣＭＳに割り振

られた土地であり、東海岸南部のローパーリバーには先に述べたように、

２０世紀初頭にすでにＣＭＳのミッションが設立されていた。イルカラ設立の

背景には両ミッションをめぐる事件との関係があったのである。

１９３２年に東アーネムランドのカレドン湾で、５人の日本人が殺された。こ

のころ、日本人の漁船が数多くアーネムランドの海域を訪れ、白蝶貝やナ

マコをとっていた。このような日本人はアボリジニの労働力を利用し、水

や食料を得るために彼らとの交流を持っていた。この時の殺人は、日本人

がアボリジニの女性を性的に暴行したことを原因とすると一般にいわれて

いる［Ｈａｒｒｉｓ１９９２］。しかし、Ｄｅｗａｒによると、本当の理由は日本人がア
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ポリジニ労働者にひどい扱いをし、約束した報酬を与えない、ナマコの内

臓をなげっける、などしたことに怒ったアボリジニが槍を持ち出し、それ

を恐れた日本人が発砲し、これに対してアボリジニが槍で日本人の殺害す

るにいたったという［Ｄｅｗａｒ１９９２］。原因はいずれが正しいにせよ、グルー

プの内の一人の日本人が逃れ、この事件が明るみに出る。これをうけて、

白人の警官が４人、武装してこのアーネムランド東海岸地域に遠征する。

そして彼らの内の一人、マッコール巡査がカレドン湾に到着後、アボリジ

ニに槍で殺されるという事態にいたって、オーストラリア中から感情的な

反応が巻きおこることとなる。危険で野蛮なアボリジニに教訓を与えるべ

きで、そのためには機動力のある武装した、懲罰のための遠征隊が組織さ

れるべきである、という南部を中心とする世論である［Ｈａｒｒｉｓ１９９０，Ｄｅｗａｒ

１９９２］。

こうした中で、それぞれのミッションも行動を起こすが、メソジストとＣＭＳ

ではその対応に大きな違いがあった。ミリンギンビの監督長官のウェッブ

は、アボリジニとの平和的関係のためには永続的なミッションの設立が必

要で、カレドン湾地域にミッシ、ヨンをつくることで、アボリジニたちは定

住生活の有利な点を理解するようになり、白人と平和的な関係をもつよう

になる、とメソジストミッションの名において進言した。一方、ＣＭＳは平

和遠征隊（Ｐｅａｃｅ ｅｘｐｅｄｉｔｉｏｎ）の計画を連邦政府に直接進言する。これは武

力を伴う懲罰的な遠征隊を保留し、かわりに伝道師が武装せずに、カレド

ン湾地域に赴き、調査をおこない、殺害者に自発的な出頭を促すことで、

事態の収拾を図ろうという案であった。しかしウェッブは、信頼関係を築

くには最低２年は必要だとして、基本的にはこの計画に反対しており、こ

の遠征に加わろうとはしなかった［Ｈａｒｒｉｓ１９９０］。

連邦政府は結局ＣＭＳの進言をうけいれ、同年ＣＭＳは、タスマニアにいたワ

レン牧師（Ｗａｒｒｅｎ，Ｈ）を隊長とし、オーエンペリの伝道師であるダイヤー

（Ｄｙｅｒ，Ａ．）、無線操作のフォウァー（Ｆｏｗｌｅｒ，Ｄ．）の二人がボランティアとし

て参加する遠征隊を組織し、送り出すことになった。彼らは、無事カレド

ン湾に到着し、そこに２週間とどまり、アボリジニたちにインタビューを

おこない、日本人を殺した者たち、マッコール巡査を殺した者を探しだし、

殺害の経緯の聞き取りに成功した。そして、彼らを説得して同意を得、船

でダーウィンへむかった。しかし、ダーウィンにつくと同時にアボリジニ
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たちは逮捕され、手錠をかけられ、収監され、何がおきているのか理解し

ていなかったアボリジニたちはパニックに陥る。そのまま彼らは４か月の

あいだ、言葉もほとんど通じない状態で収監さつづけ、裁判に臨まさせら

れることになった。

アボリジニの逮捕にいたったこうした一連の状況が広く一般の知るところ

となるにつれて、ＣＭＳの伝道師への批判が集中した。そもそも伝道師に対

しては、保護区であるため他の人々が自由に使えないアーネムランドの富

を、アボリジニを奴隷のような無料の労働力として酷使し、私している、

という批判がその背景にはあった。それに加えて、今回の事件は、伝道師

が警察の手先の役割を果たし、しかも信頼させたアボリジニを欺いたとい

う点に非難が集中したのである。

このような状況の中で、ＣＭＳ　もミッション建設の希望を持っていたのでは

あるが、カレドン湾地域の新しいミッションを建設する許可はメソジスト

の方に出された。この地域は本来はＣＭＳに割り当てられていたにもかかわ

らず、上記のような事情がメソジストに味方することになったのである。

こうして、１９３５年、カレドン湾をカバーし、必要な地理的特性を備えた場

所としてイルカラ（Ｙｉｒｒｋａｌａ）が選択され、メソジストのミッションが設立

された。

Ｄｅｗａｒは、この事件に対する二つのミッションの対応の違いを分析し、ＣＭＳ

のワレンとダイヤーは懲罰的な１９世紀型の伝道師であり、一方のメソジス

トのウェッブは、同化主義的かつアボリジニを尊重する２０世紀型の伝道師

であるとしている。一概にこのあまりに単純化した分析はうなずけないも

のの、全体的な傾向としてメソジストの伝道師にはには、アボリジニ文化

に親和的な傾向がより顕著に認められることは確かである。そして、この

ことが、東アーネムランドのアボリジニに与えた影響は大きいと考えられ

るのである。

４　伝道師とヨルングの対応

１）メソジスト派の伝道師たち

当時メソジストの伝道師たちは、北東アーネムランドのミリンギンビ、エ

ルコ（ガリウインク）、イルカラの三箇所にミッション・ステーションを運

営していた。メソジストの伝道師たちの発言には共通する特徴がみられる。
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詳しくみることは紙幅上、難しいので、三つのステーションの長官たちの

言動を選んで、彼らの行動や考え方を概観しておくことにしたい。

ミリンギンどの責任者は、１９２６年にウェッブ（Ｔ．Ｗｅｂｂ）にかわる。かれは

それまでの伝道師と異なり、一夫多妻でさえも彼らの社会の重要な部分で

あるとし、西洋文化の圧倒的な押しつけを反省する意見を述べている

［Ｄｅｗａｒ１９９２］。彼は最終的にはアボリジニたちは白人的な生活様式を選ば

なくてはならないと信じていたものの、それを選ぶかどうかを決めるのは

アボリジニであることを強調した。彼はアボリジニの知性を理解し、自分

たちの仕事は白人の生活様式を強制することではなく、説明によって彼ら

にとってもっともよい変化であることを、古いやり方よりも新しいやり方

が優れていることを理解し、納得させることであると考えていたのである。

ミリンギンビでは、アボリジニに農業や家畜をかうことの概念を教え、生

活の基本的なことを教えていったが、強制的な教育は行われず、たとえば、

服装についてもむしろアボリジニの要求が主導であり、複婚も禁止したこ

とはなかったという。また、前章で述べた通り、彼はアボリジニを鎮圧し

ろ、という世論に対して、彼等を安定した定住生活を行わせることで平和

化させることができるという意見を貫いている。

また、当初からエルコの責任者であったシェパードソンは、ヨルングの人

たちをとりまく状況の変化が早すぎることを憂いており、十分に準備の時

間が与えられるべきであると主張している［ＭｃＫｅｎｚｉｅ１９７６］。エルコのミッ

ションでは、当時クラン間の争いがたえないことも、彼の悩みの一つであ

り、ヨルングの伝統的な生活単位である小さなグループで、各々のグルー

プの土地で、ミッションとの関係を強く持ちながら暮らすことが彼らに適

していると考えるようになった。彼は積極的にこういったアウトステーシ

ョンと呼ばれるムラの建設を１９５０年代に進めた。そして、そこでの彼らの

生活をサポートするために、いち早く飛行機を導入した。現在のアーネム

ランドでは、アウトステーションを自分達のクランの土地に建設し、数家

族単位で暮らすという居住形態が広く一般的に見られるようになっており、

アボリジニの人々のアイデンティティのよりどころにもなっている。しか

し、当時の同化主義の考え方の中で、シェパードソンがアボリジニたちが

ブッシュに帰ることを奨めるという態度を明確にしていることは意義深く、

非常にはやい時期に彼らの文化的独自性を重視する態度を持っていたこと
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が伺われるのである。

イルカラの管理長官ウェルズ（Ｅ．Ｗｅ１１ｓ）は、ゴーブ訴訟に強くかかわりを

持った人で、アボリジニの側に立ち、鉱山開発に反対をした［ｗｅｌｌｓ１９８２］。

１９５１年、イルカラ地域でボーキサイトが発見された。連邦政府、メソジス

ト・ミッション上層部、鉱山会社の三者間で協議が行われ、１９５８年には鉱

山開発について、内々の合意にいたっていた。ウェルズは、１９６２年に監督

長官としてイルカラに赴任しているが、１９５８年になってはじめて彼らの耳

に届いたニュースに抗議活動を展開してゆく。そしてこのなかで彼は繰り

返し、イルカラのアボリジニたちから、土地についての彼らの概念につい

ての聞き取りをおこなった。彼が一番主張した点は、開発の決定を下すに

当たって、アボリジニを蚊帳の外におき、彼らの代理として話し合いをし、

その結果だけを伝えるのでなく、彼らも対等なパートナーとして話し合い

の席につかせるべきであるという主張であった。彼はインタビューを通じ

て、アボリジニと土地とのつながり、トーテムについての深い理解を示す

ようになっていった。彼は、ミッションの本部と対立することになってゆ

くが、それでもアボリジニの立場にたった抗議行動を貫いた。一連のウェ

ルズの動きはミッションの上層部と対立し、結局彼は１９６３年に管理長官の

職を辞し、イルカラを去った。

２）適応化運動－Ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ Ｍｏｖｅｍｅｎｔ

それではアボリジニたちはこうしたミッショナリーにどう対応していたの

か。この地域のミッションに対するアボリジニ側の態度を伺うことのでき

る出来事を二つとりあげることにする。１９５７年、エルコでは、適応化運動

（Ａｄｊｕｓｔｍ？ｎｔｍＯＶｅｍｅｎｔ）と呼ばれる事件が起こる。これは、アボリジニたち

の自発的な側からの動きであった。この地域の中心となる父系出自集団の

代表者があつまり、それぞれのランガと呼ばれる秘密の聖なる彫刻を、夜

のうちににミッションの教会の近くにコンクリートで固めた土台の上に建

立し、全ての人々の前に白日にさらす、というものであった。これを彼ら

は「契約」と呼び、ランガを公開し、自分たちの秘密の知識を公開するこ

とによって、キリスト教を受け入れ、古い伝統的なやり方を捨てる、と宣

言する意味あいを持っていた。これらはこれまで成人男性のみが参加でき

る秘密の儀礼でのみ公開されていたもので、女性や子供たち、または外部
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者が見るものではなかった。朝、全ての出自集団のランガがミッションに

一斉に公開されたのを見て、女性たちはパニックを起こし、大騒ぎになっ

たという。この動きを中心的に動かした男の一人バタンガ（Ｂａｔａｎｎｇａ）は驚

き嘆く女たちに、これまで秘密にしてあった知識があったから各集団間で

の争いが耐えなかったのだ、古いやり方は正しくない、神が我々を導いて

くれる、白日もとに秘密をさらすことで、神はわれわれを祝福してくれる、

と説明した。このときに、伝統儀礼をエルコから排除するという決定もあ

わせて行われている。

この動きは、１９３０年代から伝導師たちと接触し、積極的にエルコ・ミッシ

ョンの建設に携わってきた数人の男たちが中心となっておこされたもので

ある。バーントによれば、こうした人々は、キリスト教的な価値観と伝統

的な価値観のメディェ一夕ーとして板挟みになる状況におかれていたとい

う。また、この事件に先立って、米豪探検隊がこの地を訪れ、秘密の儀礼

を撮影し、そのフイルムがェルコで上映され、人々がすでに秘密は明かさ

れてしまったと、ショックを受けたという事件があった。バーントはこの

ことが直接の契機になっていると指摘している［Ｂｅｒｎｄｔ１９６２］。一方、ハリ

スは戦争の与えた影響をその替景として指摘する。ミリンギンビの空軍キ

ャンプやダーウィンでミッション以外の大量の白人と初めて接し、大量で

圧倒的な最新の戦闘用機器とそれを操る白人を目にし、機銃掃射や爆弾を

経験したことで、白人たちの力の強さを認識することとなったという

［Ｈａｒｒｉｓ１９９２］。そして、秘密ものであったランガを公開することで白人の

もたらす財を獲得しようとした動きだったと杉藤は分析している［杉藤

１９９０］。いずれにせよ、この事件は、当時のエルコのアボリジニたちが、ミ

ッションを非常に好意的に受けとめており、両者の間に良好な関係があっ

たゆえに積極的にキリスト教文化に近づこうとした動きであったとみるこ

とが妥当だろう。

３）イルカラでの土地訴訟

一方、イルカラでは管理長官ウェルズがとった行動に関連して述べたよう

に、１９６８年に後の先住民の土地権成立につながるゴーブ訴訟がおきる。ア

ボリジニたちはウェルズらのサポートを得ながら福祉局などに抗議の手紙

を書き、鉱山開発の差し止めを求めた。中央の政治家もイルカラを訪れ、
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アボリジニたちは彼らに自分たちの土地とのつながりの強さと、それを象

徴する樹皮画のことを説明した。そして、ウェルズや政治家達の進言に応

ずる形で、アボリジニ達は彼等の土地についての伝統的な神話を描く樹皮

画を陳情書とすることになる。つまり主な出自集団の神話をあらわす絵を

縁取りとして、まん中にタイプ打ちした陳情書を張り付けた樹皮を下院に

おくったのである。そして、１９６８年、イルカラのアボリジニたちは、連邦

政府のボーキサイト採掘許可に対して採掘差し止めを求めた訴訟を起こし

た。ウェルズだけではなく、ミッションのスタッフたちは積極的にこの訴

訟に関わった［Ｇｒｉｆｆｉｔｈｓ１９９５］。彼らの訴訟は、敗訴に終わるものの、こ

の裁判をきっかけとして調査委員会が組織され、その報告がアボリジニ土

地権法案（北部特別州）の成立につながったのである。「たくさんの伝道師

が入れ替わり、立ち番わりやってきたけれど、ウェルズは本当に私たちの

ために働いてくれた。彼にはもっとイルカラにいてほしかった。」とイルカ

ラのアボリジニはかれについて語っている［Ｙｕｎｕｐｉｎｇｕ１９９７］。このように

イルカラでおきた初めての土地訴訟は、ミッションのスタッフの協力のも

と、可能になったものであることが指摘できるのである。

５　おわりに

４章で簡単に紹介したメソジスト派の３つのミッションめ管理長官たちの

言動は、それまでの伝道師たちと比較して、独自なものであり、三者には

明確な共通性が見られる。それは、アボリジニ文化を理解しようという積

極的な姿勢ある。どの伝道師も白人的な価値観を強圧的に押しつけること

をよしとしておらず、おこなってもいない。それどころか、彼らはアボリ

ジニの言語、慣習などの文化を熱心に学び、理解しようとしている。例え

ば、ウェッブは、複婚というキリスト教的考え方では受け入れがたいはず

の慣習にさえ理解を示している。また、シェパードソンは、同化とはむし

ろ反対の方向のベクトルと思われる、ブッシュでの居住というアウトステ

ーションの建築に尽力し、押し進めた。

もちろん、こうした伝道師たちの対応はメソジスト派において独自にうま

れたものというよりも、全体的な対アボリジニ政策の流れにのったものと

みることが妥当だろう。２章で述べたように、このころになるとＣＭＳの方

針にも共通したアボリジニ文化を尊重する考え方がみられ、１９４０年代には
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アボリジニの価値観を認めようとする相対主義的な理解が次第にオースト

ラリア社会の広い範囲で受け入れられるようになる兆しがみえるからであ

る。このことは、同じメソジスト派でも、３章でもふれたように、１９１６年

に最初に建設されたゴルバーン島のミッションでは、寄宿舎に混血のアボ

リジニの子供を親から隔離して収容し、同化、教育することを主な目的と

していた事や、１９２５年にミリンギンビでも複婚の禁止をめぐって、伝道師

の殺人騒ぎがあったことなどを見ても、戦前には決してアボリジニ文化に

親和的な方向だけで活動を展開していたのではないことがわかる。大きな

流れとしては、ミッションの宗派をこえた時代による変化があったことは

間違いない。

しかし、本論でみてきたように具体的なアボリジニの人々の経験は多様で

あり、その記憶は個別であった。各宗派のミッションの方針というこれま

での枠組みをこえたところに彼らの日常経験はあったといえるだろう。つ

まり、具体的なアボリジニに対する日常実践に大きく影響していたのは、

個々の伝道師の考え方や態度であったのである。戦争前後、メソジスト派

ではアボリジニ文化に親和的な伝道師たちの存在が目立つようになってい

ったことはみてきたとおりであった。ヨルング地域のミッションの設立が

いずれも１９３０年以降であることの意味は大きく、ヨルングへのミッション

はその設立の時代によって、より明確に、白人文化を強圧的に押しつけな

い、アボリジニ文化に親和性の高い、人類学者のアドバイスの影響をうけ

た、文化相対的価値観が強く反映された方針を体現したものになった。ヨ

ルング地域の人々の植民地経験は、それまでのアボリジニへの入植のステ

レオタイプからは大きくへだったったものとなった。そして、このような

歴史的背景が適応化運動や土地訴訟をめぐる一連の動きにみられるような

かれらの反応を引き起こしたということができる。彼らの記憶するミッシ

ョンは個別具体的であり、多様である。ヨルングの人々が生きるポストコ

ロニアル的現在の理解には、これらの考察が不可欠であるといえるだろう。
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１１９９１年に和解委員会（Ｔｈｅ Ｃｏｕｎｃｉｌ ｆｏｒ Ａｂｏｒｉｇｉｎａｌ Ｒｅｃｏｎｃｉｌｉａｔｉｏｎ）が

組織された。２００１年の連邦成立１００年までに、先住民の文化遺産を正当に

評価し、正義と平等を獲得することをめざして活動を行っている。詳しく

は和解委員会ホームページｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｕｓｔｌｉｉ．ｅｄｕ．ａｕ／ａｕ／ｏｒｇｓ／ｃａｒ／参

照のこと。

２本論では、「ミッシ．ヨン」とは、キリスト教伝導団の意味で用いる。

３「白人」とは、一般にオーストラリアで用いられるｗｈｉｔｅ Ａｕｓｔｒａｌｉａｎｓ

の意味で用いる。主流社会側のイギリス系住民を指す。

４エルキン教授に積極的に助言を求めたのは、１９３７から３９年まで内務大

臣（ＭｉｎｉｓｔｅｒｆｏｒＩｎｔｅｒｉｏｒ）を勤めたマックイーウェン（ＭｃＥｗｅｎ，Ｊ．）であっ

た［Ｈａｒｒｉｓ１９９０］。
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ポストコロニアル状況にみるキリスト教

１．　はじめに

１９８５年、はじめてのオーストラリア・アーネムランドで、私はまず町に

暮らすアボリジニの人々の日常のサイクルを押さえようとしていた。調査

にはいって最初の日曜日の朝、私は教会へと向かった。キリスト教ミッシ

ョンがつくったキャンプから発展してきた町であるから、きっと多くのア

ボリジニが教会に通うのだろうと考えたのである。ここは積極的にキリス

ト教を受け入れることを表明した地域であり、６年ほど前には大きなキリ

スト教リバイバル運動がおきた場所である。多くの住民にとって教会は生

活の一つの重要な拠点になっているのではないかと考えられた。

ところが、教会には数家族のアボリジニがいただけで、あとはこの町で

働く白人の家族の人々だった。この最初の調査期間に、その後も何回か日

曜礼拝の行われている教会をのぞいたが、集まっているアボリジニはいつ

も２０人をこえることはなかづた。このコミュニティの大多数の人にとって

はキリスト教は重要な位置を占めていないのだ、と納得し、おそらくリバ

イバル運動などは、一部の先鋭的な、つまり例外的な人々の動きだったの

だろうと解釈した。そして、その後は教会へ足を運ぶことは、ほとんどな

くなっていた。

あれから１０年以上の調査を経て、当初の私の判断はあまりにも早計であ

ったといわざるをえない。当初、表面的にはみえたこなかったものの、日

常生活の端々や彼らの世界観や概念、そして伝統儀礼のなかにキリスト教

的な影響が存在することを、現在実感しているからである。私の早計な判

断は、無意識にせよ、キリスト教的な外部の白人社会の影響を排除して、

「伝統的」な社会を見たいという本質主義的な視点によるものであったの

だろうか。そのことをはっきりと否定する根拠をもたないものの、拙いな

がらありのままの社会を見ようとしていた当時の情熱は強く、間違いのな

いものであったという自負は今もある。そんな筆者にみえてこなかったキ

リスト教は、おそらく、そのあらわれが直接具体的ではなく、ある意味で

習合され、彼らのもともとのありようのなかに埋め込まれた形で存在して
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いたからであろう。この小論では、キリスト教がどのような形で彼らの伝

統文化のなかに存在しているのかをあきらかにし、そしてそのような現在

を生むことになったのは、歴史的経緯の特殊性であることを指摘したい。

２．ミッションの歴史的経緯と調査地

調査地は、オーストラリア大陸北部の熱帯に位置するアーネムランド、

約１０万平方キロメートルのひラさのアボリジニの土地の北東海岸部に位
置する。アーネムランドは１９３１年に保護区に指定され、１９６８年の国民投

票をへて、１９７２年にアボリジニの土地となった。北東アーネムランドはヨ

ルング（Ｙｏｌｕｎｇ；人間の意味。自称でもある。）とよばれるアボリジニの人々

の領域であり、この地域にはメソジスト・ミッションによって、１９３１年、

３５年、４２年にそれぞれ３つの伝導のためのキャンプが建設された。これら

を基礎として発展してきた町が現在もこの地域のセンターとして機能して

いる。筆者の調査の中心地であるエルコ島のガリウインクは、こうしてで

きた町の一つである。

この地域は、その他のオー大トラリアのアボリジニ地域と歴史が異なり、

暴力的な入植は経験されず、ミッションとアボリジニの関係は友好的であ

った［窪田１９９９ｂ］。戦後、特にアボリジニに対して同化政策がとられるよ

うになってからは、経済状態もよくなり、ミッション経営は好調であった。

１９６０年代から７０年代にかけて、ガリウインクでは、ミ‘ッショナリーたち

の指導のもと、学校、診療所、材木用樹木のプランテーション、製材所、

農場、水産工場、商店、美術工芸品取引所、発電所、上下水道管理組織、

建築組織、縫製所などが運営され、アボリジニたちも積極的に協力すると

いう教会を中心に調和のとれた生活が送られていた。子どもたちは学校に

通い、女たちはミッショナリーの家で手伝いをしながら家事を学び、男た

ちは農園や製材所でミッショナリーたちとともに働いた。そして毎週日曜

には、多くの人々が晴れ着に着替えて教会に通うという日常を過ごしてい

た［Ｆｉｄｏｃｋ１９８１］。

１９７０年代に入って、アボリジニへの政策が同化政策から自立自営政策へ

と変化する。ミッションは次第に町の経営から手を引き、アボリジニによ

る自営が試みられるようになっていった。１９７６年には先住民土地療法
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（北部準州）（Ａｂｏｒｉｇｉｎ畠１ＬｏａｎｄＲｉｇｔｈｓ（ＮＴ）Ａｃｔ）が成立し、それまで保護

区であったアーネムランドはアボリジニの土地と認められた。これは、先

住民の譲渡不能な自由保有権を認めたものであった。この法律によって地

域の土地の権利を持つものたちがコミュニティの行政に権威を持つように

なったという［ＭｃＫｉｎｔｏｓｈ］。その結果、筆者が最初に調査にはいった１９８５

年の段階には、町の運営はアボリジニが決定権をもち、白人の援助をうけ

ながらヨルングの人々自身による自治が行われていた。学校は北部準州の

教育局の管轄となっており、病院も北部準州の厚生省の管轄であり、店は

北部オーストラリアにいくつかの店をもつ生協の運営になっており、ミッ

ションによる運営が続いている機関はなくなっていた。かつてあった縫製

所や製材所、水産会社などはなくなっていた。町に居住し、働いている白

人も多くが政府によって雇われた者たちであり、ミッション関係者は、

ＭＡＦ（ＭｉｓｓｉｏｎＡｖｉｔａｔｉｏｎＦｅｌｌｏｗｓｈｉｐ）という軽飛行機会社の社員たちと、メ

ソジスト教会の援助を受けて聖書翻訳をおこなっている女性一人だけであ

った。冒頭で述べたように、当時のガリウインクには、キリスト教的な盛

り上がりはみられず、熱心なキリスト教徒の町というものとはほどかった

のである。

３　ガリウインクにみるキリスト教

１）伝統儀礼にみられるキリスト教的要素

ガリウインクでの生活の中では、いわゆる伝統的な儀礼が現在も活発に行

われている。基本的に女性は儀礼の秘密とされる部分からは排除され、儀

礼に参加することはもちろん、儀礼場に近付くことも許されない。筆者は

調査の当初から、こうした彼等が秘密にしている部分に踏み込もうとはし

なかった。ただ、女性達が儀礼とどのように関わっているのかに注目して

きた。以下に紹介する儀礼は、したがって、いずれも公開性の高いもので

ある。

葬式儀礼は、死者の魂をその死後の地に送り届けるために、彼らの神話的

世界観に基づいて、踊りと歌が、少なくとも３日間、長い場合は２週間に

わたってつづけられる。広場には喪がり屋が建てられ、棺に収められた遺

体がベットの上に安置される。棺にはクランの絵が描かれるか、絵を繕い
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た布がおさめられる。棺には布をかけ、その上にクランの神聖な儀礼用の

装飾を施したカゴがおかれる。人々は身体装飾を施し、クランの神話をあ

らわす踊りを繰り返し踊り続ける。こうした葬儀を指揮する者がだれであ

るのか、どのクランの者がどんな役割を果たすのか、遺体を扱うのは誰

か・‥などは死者との親族関係によってあらかじめ細かに決められてい

る。このような儀礼の手順は基本的には、かつての民族誌に記録されたも

のと大きく変化していない。

キリスト教的な要素は、夜になってあらわれる。夕刻になるとそれまで

の踊りと歌が終息する。人々は儀礼場をかたづけ、帯などを使ってきれい

に整える。そして、電気が灯され、ギターとその他の楽器を持ち出し、賛

美歌を歌い始める。そして、夜も深まったころ、キリスト教的集会がもた

れる。人々は口々に死者のための祈りを捧げ、魂が神の国へ到れるように

とつぶやく。このように昼間は彼らの神話に基づく歌と踊り、そして夜は

ギターにあわせての賛美歌と祈りというパターンが毎日繰り返されるので

ある。
ぐ

そして１週間近い葬儀が終わると、遺体は町はずれにある墓地に運ばれ

る。現在は車を使うものの、このパレードは決まった道筋を通り、車は身

体装飾をほどこし、踊りをおどる男たちの一段に引き連れられて、ゆっく

りと進む。こうして墓地に到着するまでは、いわゆる伝統的なスタイルが

維持される。墓地には、あらかじめ墓穴がほられており、人々がその回り

で待ち受ける中、車の荷台から棺がおろされ、男たちの緬りの先導によっ

て、棺が墓穴の横におかれるよ　ここにいたって突然、おもむろに聖書を手

にした牧師が前に進み出て、キリスト教式祈りをささげ、女性たちのグル

ープが賛美歌を歌う。これが終わって、棺は穴のなかにいれられ、土をか

ぶせ、葬儀は終了するのである。

このパターンは、筆者が観察した４回の葬儀に共通しており、故人が特

にキリスト教に熱心であったどうかはあまり影響しないように思われた。

１９９０年に筆者は、もう一つの公開性の高い伝統儀礼である成人儀礼

に参加する機会を得た。これは、少年が６才から１０才になった頃に行わ

れる儀礼で、割礼をおこなう。準備の段階から男性による歌と踊りが続き、

その中で、儀礼を受ける少年の胸にクランの文様が描かれる。全ての準備
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が整うと、親族の男性たちも身体装飾をし、少年を囲んで、踊りながら儀

礼場に進む。儀礼場には砂でクランのデザインがつくられ、そこの中央で

少年は割礼をうける。少年が儀礼上に進む前に少年の母親が儀礼上の中央

にシーツをかぶって横たわる。男性たちがこのシーツをはずし、女性は立

ち去り、そこに少年を横たえて割礼がおこなわれる。割礼がおわると、親

族関係に皐ってあらかじめ決められた男性が少年を女性の目の届かないブ

ッシュに運び、手当が施される。準備の段階からの歌と踊り、身体装飾、

儀礼場、そして踊りと歌、儀礼の段階・・・これらはほとんど全て葬儀と

同様、民族誌に見られる手順が維持されている。

この成人儀礼においても、キリスト教的要素が夜になって現れる。割礼

がおこなわれた儀礼場には電線がひかれ、明かりがともされる。そして儀

礼場の中央に祭壇に見立てた箱がおかれ、クランベリージュースと、ちぎ

ったパンがおかれる。儀礼を受けた少年とその両親がにわか仕立ての祭壇

の前に脆き、神父役割の男性が彼らの頭に手をおき、集まった人と共に祈

りを捧げる。そしてパンとジュースを全員が共有し、説教が・おこなわれ、

賛美歌がうたわれ、キリスト教的集会がおこなわれる。

ガラ儀礼？

２）　キリスト教的集会

反対に、ラリーと呼ばれる新たな集会わ形も現れた。これはキリスト教的

集まりなのだが、そこでは聖書の出来事を、デジャリドゥーやクラップス

ティックをもちいてアボリジニ音楽の節回しで、アボリジニのエンブレム

を用いて踊ることもしばしばおこなわれる。西洋流の音楽でアボリジニ的

理解の聖書のストーリーが演じられることも多く見られる。新生児の洗礼

もおこなわれるが、子供は伝統的なべイントをほどこされる。ある時は、

土地を洗礼することもおこなわ。この計画にはその場にいた白人享ッショ

ナリーから抗議がおきた。それはキリスト教徒として正しくないことであ

る、という主張だった。しかし、それは却下され、人々が十字架の形に並

び、そのまわりを長老が地面に水を落としながら回る、という形で洗礼が

おこなわれた。

聖書勉強会
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３）神話とキリスト教

儀礼以外の場面でも、彼らの神話のストーリーの中に聖書の話が入って

いる場面にもであう。例えばガリ（リヤガウミル・クラン）は、自分の樹

皮画をさしながらこんな話をした。

これは、３賢者の話。ジャンカウ神話（この地域の重要な創世神

話。３人が船で東方の島から明けの明星に導かれてやってくる）と同じ。

星に導かれてやってくる。人数も３人。星はリヤガウミルのトーテムであ

る。だからこの話を樹皮画に描くことができる。形が少し変わっているだ

けで、同じこと。

また、グルワナウイ（ジャンバルビュイング・クラン）は、集会のため

に自分がつくった歌詞について次のように説明した。バベルの塔のはなし

は、私たちの話。昔、人々は一つの言葉で話していて、みんなで大きな塔

をつくり、神をこえようとした。しかし、神は塔を壊し、人々の言葉をば

らばらにした。ジャンカウは、旅を続けるなかで、言葉をかえてもともと

一つの言葉であったこの地域にたくさんの言葉をさずけた。彼が言葉をバ

ラバラにした。キリスト教の話と私たちのワンガルはつながっている。聖

書のなかで私たちの神話が語られている。

ウンバヤ（ジャンパルピュイング・クラン）は、ヌンガリニヤ・カレッ

ジで考えたこと、として次の話を語った。ゴルゴダの丘の話を知っている

か。イエスが張り付けにされた丘。そこから全てのことが始まった。ジャ

ンバルビュイングのサメはたびをしてガラタまでゆき、そこでヤリで刺さ

れて殺される。殺したのはグパピュイングの男で、裏切り者。サメはそれ

を知っていて逃げたが、丘の上で槍に刺されてしまう。だからこの聖地に

は今もサメの岩がある。サメは死んでその身体を残し、その肉から全ての

ものをつくった。私たちの部族のワンガルはここから生まれた。同じスト

ーリー。キリスト教の話は我々を語っているのだとわかった。

以上のように、現在のガリウインクでは、アボリジニ神学ともよべるよ

うな彼ら独自のキリスト教理解があることが伺われる。そしてこうした伝

統的世界観の中にキリスト教的なものが矛盾なく存在しているような状況
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は、リバイバルによって生まれた状況と考えることができる。

２　エルコ・リバイバル

１９７９年、オーストラリアでは全国的にも有名なキリスト教リバイバル運

動がガリウインクで起こった。これはアボリジニのクリスチャン・リーダ

ーによっておこされたものであり、ミッションの主導によるものではなか

った。その後各地に飛び火し、全国的なリバイバル運動となって行く。ど

のような経緯でこの運動はおきたのだろうか。

１）リバイバル　１９７９年

１９７０年代にはいると、コミュニティーで、あり得ないような出来事が起

き始めた。簡に目立ったのは、奇跡的な病気の治癒という出来事が多発し

たことであった。例えば１９７４年、町の中心人物の一人ジョージが病気にな

り、息もできないほどになり、肺気腫と診断され、ガリウインクの診療所

で危篤の状態になった。家族や友人がベットの周りに集まり、祈り、ジョ

ージを殺そうとしているものがいる、それをジョージが述べて捨て去らな

くてはならない、と進言し、彼は英語で自分の罪を告白した。「ブッシュの

神をあがめた、浜辺の神をあがめた、私は自分の罪を告白します」そうす

ると、彼は息ができるようになり、元気になったという三　このことがあっ

た数週間後、ジョージは儀礼に参加した。すると再び息が苦しくなり、彼

は神が秘密の儀礼に参加することを望まないのだと解釈し、その後秘密の

儀礼には参加しないと宣言したという。これ以外にも、祈ることで病気が

治ったという不思議な出来事や、夢のなかで神があらわれ、その存在をつ

よく感じたという者や、夜に不思議な特殊な光を目撃し、奇跡の予兆をみ

た、という者など、超常的な現象がこのころガリウインクで続いていた。

１９７９年３月１３日に、ある男がガリウインクのある島の北部から大きな

火がおこり、ガリウインクに向かって全てを焼いてしまう夢を見る。その

夢の中で彼は神の存在を感じ、自分自身も神によって焼かれてしまう。そ

して焼け跡は新たに緑と花にあふれ、エデンの園のようになる。これは神

がやってきて全てをかえるという予兆だとその男は考えた。ところが、■彼
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だけではなく全く同じ日に神の存在を夢のなかで多くの人が感じたという

（Ｂｌａｃｋｅｔ１９９７）。

そしてそのことがあった数週間後、牧師ジニイニの家で人々が集まって

いたときに神が現れる。「人々が集まり、手をつないで祈っていた。聖なる

精神（Ｈｏｌｙ Ｓｐｒｉｔ）を与え、治癒と再新（ｒｅｎｅｗａｌ）を神に祈っていた。突然、

人々は神の魂が心に入ってくるのを感じた。祈りの雰囲気が急に変わり、

人々は心から調和して祈り始めた。部屋には大きな音が続き、みんな何が

おきているのかわからずおびえはじめた。集まっていた人の一人が、神は

今我々を訪れ、我々のところに神の王国をつくろうとしているのだ、とい

って再びみんなで祈った。みんながこの不思議な体験を共有し、呆然とし、

この経験が町中に広がっていった。」（Ｂｌａｃｋｅｔ１９９７）

この３月ごろを境として、祈りのための集まりの回数が増え、参加人数も

増えていったという。集会はほぼ毎晩行われ、それまで教会のミサには２

０人も集まれば良いところだったのが、数百人が毎晩のように集まるよう

になった。町の人々の日常生活全体にも変化がみられ、それまで殺伐とし

ていたゴミだらけの町は一掃され、喧嘩ばかりが続いていた各家からは歌

と笑い声が聞こえるようになった。

そのころガリウインクに暮らしていた数少ないミッショナリーであったダ

イアンはちょうどこの３月、留守にしていて、４月にガリウインクに戻っ

た。彼女の日記には驚きが記録されている。

４月６日　ヨルングの信徒集会に参加。信じられない。人々からの抱擁。

これは本当のこと？

４月１０日　教会での集会。椅子を取り去って広く多くの人が座れるよう

にする。ジニイニの２人のこともがＨｏｌｙ ｓｐｉｒｉｔに満たされる。神に子供

達がまとわりついているヴィジョンを見る。そうなりますように。

５月には、ＲｅｖＤａｎＡｒｍｓｔｒｏｎｇがキャンベラから呼ばれ、踊り、歌など

で人々とのフェローシップを持った。このミッションまでの６週間で２０

０人、さらにこのミッションの期間中に２００人が神に帰依したといわれ

る。リバイバルの影響はアーネムランドはいうに及ばず、オーストラリア

中に広がって行く。１９８０、１９８１年には再びサンクスギビングがお

こなわれ、他地域の１０００人をこえるアボリジニがガリウインクに集ま

ったという。ジニイニが１９８３年にガリウインクを離れ、リバイバルそのも
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ののは下火になっていった。

２）リバイバルの分析

１９６７年の国民投票により、アボリジニはオーストラリアでの市民権をえる。

それに伴い、ミッションは徐々に町の経営から手を引いていった。ミッシ

ョナリーが町を離れる一方で、アボリジニは、最低賃金法、社会福祉など

により現金収入を得るようになり、大きな社会変化がアボリジニ社会をお

そうこととなった。それまでにはなかった規模での経済的変化をアボリジ

ニたちは経験することになった。

１９７２－１９７５年のウィットラム労働党政権のなかで、自立自営政策

（ｓｅｌｆ－ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ）が具体化してゆく。たとえば、職業訓練補助金や

失業保険などの形で現金がアボリジニの手にはいるようになった。土地権

についての議論が最初に起きたのもこの時期である。１９７３年には、メソジ

スト、プレスビテリアン、イギリス国教会が連合する。彼らは共同プロジ

ェクトとして、アボリジニたちへのインタビューから「自由決定（ＦＲＥＥＴＯ

ＤＥＣＩＤＥ）」とよばれる書類をまとめた（Ｂｌａｃｋｅｔ１９９７）。こうした中で、自

立自営政策は徐々に形を取って行くのである。

この時期はアボリジニの権利を拡大し、彼らの尊厳を認める施策が次々

ととられていった時代であるが、一方で、その変化は早すぎるとさえ感じ

られていたようである。当時残っていたミッショナリーがアボリジニにつ

いて記録を残している。多くが目標をうしなった状態で、教会を離れ、混

乱の中に生きており、お金を手にし、酒が手にはいるようになり喧嘩が続

く状況が述べられている。

リバイバルは、１９６７年の国民投票、アボリジニたちの社会経済的地

位の変化、１９７０年代にはいり、ミッションのスタッフの引退、土地

権・・・などの社会状況を受けておきたものと考えられる。この後、リバ

イバルは西オーストラリア、中央砂漠、クイーンズランドへと飛び火し、

全国的動きになるが、このことは、エルコがおかれていた状況と共通する

ものが各地にあったことを示している。

それは、ひとつには１９６０年まで続いた白人の価値中心的な同化主義とい

うイデオロギーから解放されたアボリジニの状況であっただろう。差別的
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であったとはいえ、一つの強力なイデオロギーにアボリジニの人々は適応

を繰り返してきた。それはキリスト教的価値に支配されたイデオロギーで

あったといえる。しかし、それは突然去り、新たな自己選択を迫られる状

況が生まれた。その中で、アボリジニの人々は新たなイデオロギーを必要

としたと考えられるだろう。。

二つ目にはアボリジニの人々のおかれた社会経済状況がある。このころ、

アボリジニの人々はおしなべてそれまでと比べものにならないほどの経済

力を手にするようになり、社会的にも注目を集める存在となった。自分で

決定することができ、それが社会的にも求められることであったわけであ

る。そして、それまでのミッションの指導の中で、ある程度の指導力のあ

るアボリジニが育っていたことも重要である。各地に飛び火したリバイバ

ルが一時的な流行に終わらないでいるのは、それだけの指導者が各地にい

ることを意味している。それは男性の場合も女性の場合もあるが、自信を

持って自分たちの社会を動かして行こうとする意欲と実力を備えた者たち

が現れる時期になっていたといえる。

以上の各ポイントは、オーストラリア北部の多くの地域に共通していたの

だが、では特になぜガリウインクで、リバイバルは始まったのであろうか。

これは、戦後から１９６０年代初頭までのミッションとアボリジニとの非常に

良好な関係にその源が求められるのではないかと筆者は考えている。ガリ

ウインクの彼らにとってミッションは、単に宗教的イデオロギーの問題だ

けではなく、生活の諸側面にかかわる全てであった。多数のミッショナリ

ーが彼らとともに働き、生活していた。しかも園両者の関係は非常に親和

的かつ良好であった。そのようなミッショナリーが生活の一部として存在

し、イデオロギーも確固としていた世界から彼らは突然、自己決定を求め

られる世界に放り出された。そこで、彼らは実感を伴うような新たなイデ

オロギーを必要とした。そこで求められたのは、それまで自分たちがなじ

んできた、最も日常実感にあうものがキリスト教的世界観であったのだろ

う。ただし、そこではそれまで白人の描いてきたイデオロギーよりも、さ

らにアボリジニにとって実感を伴うものが求められた。それが神秘主義で

あり、奇跡的治癒や光による神の力の具現化であったのだろう。そしてそ

れまでのミッションの西洋的キリスト教世界と、アボリジニが生活実感と
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して受け入れることのできる新たなイデオロギーのギャップを埋めること

を可能にしたのが、リバイバルであったのだろう。

現地語での説教のよる彼ら独自のキリスト教解釈、Ｈｏｌｙ ｓｐｉｒｉｔの体験

に象徴されるような神秘主義とのつながり、Ｒｅｖ．Ａｒｅｍｓｔｒｏｎｇによるハレ

ルヤ・コーラスと福音主義的（ｅｖａｎｇｅｌｉｃａｌな説教、ディジャリドゥーとク

ラップスティックの教会での使用は現在ではガリウインクに定着している。

これらにより彼らの生活、日常の中にそれまでにはなかった程度にキリス

ト教的なるものが受け入れられることとなっていったといえるだろう。神

話や儀礼の中で、キリスト教的なものと伝統的なものが問題なくいれこに

なっている現状、そして、個人のなかでもこの二つの共存が相克なく共存

している状況はこうしたリバイバルを経て可能になったのである。

これらは、しかし、ミッションが求めたことであったことをここで改め

て指摘しておきたい。戦後設立されたミッションは特に、彼らの概念を押

しつけることなく、、アボリジニ文化的伝統の上に神の王国を作り上げるこ

とを求めてきた。その意味ではリバイバルはキリスト教ミッショナリーの

生み出したものと見ることさえ可能だろう。

ミッションはその政策に従いつつ、自分たちの理想の王国をきづこうと

した。それは、北部のアボリジニはその自然さ、無垢さゆえに、理想によ

り近づくことができるとする価値観をもととした植民であった。理想世界

を築くため、彼らがとったのは非常に穏やかな、彼らの文化的基礎を否定

することのない、強制のない植民であった。それは、新たなアボリジニ流

キリスト教の創出を促そうとする意図さえ、読みとることができるような

ものであったといえるだろう。

４　おわりに

このころ、ガリウインクの町で暮らしていた白人たちは、教育者や看護婦

や運転手や技術者であると同時に、ミッショナリーであった。彼らは神の

福音をアボリジニに伝えることを使命としていたのである。こうした彼ら

と日常をともにしていたヨルングの人々にとって、外部の文化とはキリス

ト教の文化を意味した。当時のメソジスト・ミッションの方針、そしてヨ
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ルング地域にいたミッショナリーたちの態度は、決してキリスト教的価値

観を一方的に押しつけず、アボリジニ文化をみとめようとするものであっ

た［窪田１９９９ｂ］。

そうしたミッションの白人たちの態度は、ヨルング地域に建てられた教会

にもあらわれている。ミリンギンビに１９６０年代にたてられた教会の正面に

は、ステンドグラスがはめられている。それは十字架を中心として、その

まわりにこの地域のヨルングの主だったクランのトーテムの動物を配した

ものであった。また、ガリウインクの教会の入り口には、町から少し離れ

たあるクランの海岸の聖地から持ってきた岩がすえられた。イルカラの教

会には、女性と子供には公開しないクランの秘密の神話の絵が半族ごとに

措かれたパネルが正面に飾られた。そして、どの町でもヨルングの礼拝は

教会外でも行われることがしばしばで、そこで歌われる賛美歌にはデジャ

リドゥと拍子木がつかわれるようになっていた［Ｆｉｄｏｃｋ１９８１］。このことは、

アボリジニ側がキリスト教を受け入れていたということだけではなく、教

会側もアボリジニ的な宗教要素がキリスト教に取り込まれることを容認し、

むしろ積極的に押し進めていたことをしめしている。

また、メソジストミシションでは、アボリジニのクリスチャン・リーダ

ーを積極的に育てようとしていた。そための機関のひとつがブリスベンに

ある聖書カレッジ（ＢｒｉｓｂａｎｅＢｉｂｌｅＣｏｌｌｅｇｅａｎｄＴｒａｉｎｉｎｇＳｃｈｏｏｌ）であり、

もう一つが１９７３年に設立されたダーウィンにあるヌンガリナ・カレッジ

（Ｎｕｎｇａｌｉｎｙａ Ｃｏｌｌｅｇｅ）である。いずれの機関もアポリジ土の人々にクリス

チャンのリーダーとしての訓練と聖書教育をおこなった。７０年代には、こ

うしたところで教育をうけたヨルングが、ミッションの様々な仕事を行う

ようになっていた。現在、４０代以上のものの中には、ヌンガリナ・カレ

ッジで学んだ経験を持つものは多く、なかでもガリウインクに住むＤ．ジ

ニイニ（Ｄ．Ｄｊｉｎｉｉｎｉ）は１９７６年に、ニューギニアでさらに高度な訓練を受

け、この地域最初のアボリジニ牧師としてガリウインクにもどった

（Ｓｈｅｐｅｒｄｓｏｎ１９８１）。このように、‘ミッションのこの地域のアボリジニとの

良好な関係を背景として、こうしたことがすでに１９６０年代から７０年代に

起こっていたことがわかる。
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ジェンダー関係とミッションの影響

１植民地化とジェンダー

エルコを中心とする地域におおける非先住民社会との接触は、他のオースト

ラリアの地域と比べても非常に穏やかなものであった。しかし、そうではあっ

ても植民地化をきっかけとしてアボリジニの社会では、貨幣経済化、近代化、

グローバリゼーションなど、急激な変化を経験し、現在もその影響が継続して

いる。植民地化は世界システムの流れの中にあり、必然的に当該社会に近代化

をもたらした。特にエルコにおいては、その接触の中心は、ミッションであっ

た。オーストラリア全土のアボリジニの植民化に目を転ずると、各地でアボリ

ジニの近代化の先鞭をつける役割をはたしたもののひとつが、キリスト教のミ

ッション活動であったことがわかる。ミッションが積極的に入り込んだ地域で

は、近代化とミッション経験は重なって経験された。オーストラリア植民地の

先住民と接触をするのは、圧倒的に男性であったのだが、キリスト教ミッショ

ンでは例外であった。平和的に先住民を扱い、先住民の生活を変え、キリスト

教の福音をもたらそうとしたミッショナリーが、他の植民者と大きく異なって

いたのは、同じ目的を共有した家族の単位で、またはコミュニティを成立させ

て、先住民とともに暮らした点にある。そこには、ミッショナリーの妻として、

または福音をもたらす主体としての女性が存在した。オーストラリアにおいて

先住民のアボリジニと直接に接触する入植者としての女性は、そのほとんどが

ミッションという場所に存在したと言えるだろう。ミッショナリーの目的は、

「野蛮」とされた先住民のキリスト教化にあった。キリスト教と近代化は同義

とされた［Ｗｏｏｌｉｎｇｔｏｎ１９８６］。

当時、「野蛮な」狩猟採集民のアボリジニに、定住、農業労働、勤労観、衛生

観などの概念を教え、近代化することは教化の前提であり、近代化とキリスト

教化は同時進行すべきことと考えられていた。ミッショナリーはこの目的にそ
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って、アボリジニの教化教育に力を注いだ。女性ミッショナリーもそれは同様

であった。ミッショナリーたちは、福音という使命をおびていた。このことが、

彼らが他の入植者と明白に異なっていた点であろう。そのために彼らは密接に

アボリジニの日常生活にかかわることになったのである。ミッショナリーの女

性やミッショナリーの妻たちは、アボリジニの女性たちと日常的に直接ふれ合

った。彼女らはアボリジニ女性に家事、料理をはじめ生活に関わる細部につい

て教え、それらは、女性同士の親密な人間関係のなかで行われたのである。

もちろん、ミッションの女性たち以前にも、アボリジニの人々と直接にかか

わった白人女性たちはいた。それは、牧場を開拓し、自分の家を建て、アボリ

ジニを使用した牧場主の妻たちであった。初期の白人入植者の妻として、奥地

で暮らした女性たちの苦労、アボリジニとのかかわりなどの記録も数多くのこ

されている［例えばＩｓａａｃｓ１９９０］。しかし牧場主の妻が、アボリジニとかかわ

るのは、．使用人としてであり、それ以上の関係は「気まぐれ」にすぎず、必須

のことではなかった。こうした女性たちには、なんらアボリジニに対する使命

はなかったのである。これに対して、ミッションの女性たちは、彼らに福音を

与えるために仕事としてアボリジニたちに接するという明確な目的意識があっ

た。それゆえに接触も密接であり、社会的な影響も大きかったと考えられる。

彼らが先住民の人々に福音を授けることを通じて、与えよう一とした「近代的文

明」には、ミッションの理想とする男女のあり方が含まれていた。

このように、ミッションによる植民地経験に注目すると、彼らがもちこんだ

ジェンダー規範という視点が浮かび上がってくる。ミッションのもつ、女性の

役割、地位、美徳など女性をめぐる理念は、植民地化された社会の人々のジェ

ンダー概念に大きな影響を与えずにはおかなかった。ミッションに注目するこ

とによって、植民者側のジェンダー概念の影響による女性の地位、役割の変化

をあきらかにすることができ、これまで見えてこ＿なかったアボリジニ女性の植

民地経験のミクロな側面にせまることができると考えられる。

これまでの、植民地化された社会における女性への影響についての研究は、
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大きく二つに分けることが出来る［Ｂｒｅｔｔｅ１１＆Ｓａｒｇｅｎｔ１９９７，Ｂｌｙｔｈｅ＆ＭｃＧｕｉｒｅ

１９９６］。一つは、近代化によって、女性の地位は向上した、として植民地化を肯

定的に見る立場である［Ｔｉｌｌｐ＆Ｓｃｏｔｔ１９７８］。この立場は、植民地化によって、

近代化がもたらされ、女性の市場参入が増加することによって、女性の経済的、

社会的立場が向上したとするものである。これは、植民地化以前には、男性が

圧倒的優位であって、女性が搾取され、奴隷的な扱いを受ける社会があったこ

とを前提とし、そこから女性が近代化によって解放される、とする立場である。

もう一つは、反対に、近代化によって、女性の地位は低下する、とする見方で

ある［Ｌｅａｃｏｃｋ１９８１，Ａｃｋｅｒｍａｎ１９８７］。この立場は、植民地化によってもたらさ

れた近代化によって、労働市場が生まれるとともに、「公」と「わたし」の空間

の区別がされ、女性は「わたし」の空間におしこまれ、消費枠組みに飲み込ま

れ、それによって女性の地位が低下すると説くものである。この立場が前提と

する植民地化以前の社会においては、女性は大地に同一化されるような重要な

存在で、そこには平等なジェンダー関係があったとする。そこに、近代の男性

優位というイデオロギーが導入され、女性が周縁化され、経済的政治的決定権

を失ったとする立場である［Ｊａｍｅｓ１９９６，Ｗｏｌｆ１９９６］。このように、これまでの

研究には、二つの対極的な立場があり、前提とする社会の男女関係のイメージ

も両極にわかれていることがわかる。

アボリジニ研究においても同様に両極の立場が見られる。多くの研究は、狩

猟採集という生業において優位にある男性が、社会でも優位にたち、女性を隷

属させ、女性の労働力を搾取し、社会の中枢を担っていたと説いている。その

あらわれが女性の神話や儀礼からの排除であり、一夫多妻制による女性の従属

化である。女性は主体性を奪われた存在であり、男性に依存してしか生きるこ

とができない、とする。そしてこうした社会的劣位の地位からキリスト教化に

よって女性が解放される、という立場をとる［ｗａｒｎｅｒ１９６９］。それに対して、ご

く少数ではあるが、植民地化以前にも女性は主体的な存在であったとする立場

がある。ベルに代表されるこれらの研究では女性の神話や儀礼への関わりの大
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きさを認め、生業における生産量を再評価し、女性が男性に隷属するのみの存

在ではなかったことを確認し、そのうえでミッションをはじめとする植民地化

により近代的な経済関係にはいることによって女性の社会的立場は低下したと

主張する［Ｂｅｌｌ１９８８］。またハミルトンは、エルコ島に近いアーネムランドの海

岸部のコミュニティの事例を用い、接触以前にはアボリジニ女性は、社会的意

味付けとしては男性よりも下位に置かれていたものの、経済的には男性に依存

する存在ではなかったという。そして、白人社会と接触し、貨幣経済を基礎と

する生活になることによって、女性はその経済的自律性をうしない、教育、医

療の導入、伝統的婚姻システムの崩壊によって、彼女らは第二市民の階級にお

としめられたとしている［Ｈａｍｉｌｔｏｎ１９７５］。

女性と男性の適正役割についての西洋的ジェンダー概念を押しつけることが、

植民地化の一つの側面であったことは間違いなく［Ｂｒｅｔｉｅｌｌ＆へＳａｒｇｅｎｔ１９９７］、

キリスト教ミッションの活動はその流れの先端にあった。二つの立場の論者が

指摘するような事実は、確かにそれぞれに認められるのだが、いずれの立場も

ー面的にしか状況をとらえていないと言わざるを得ない。女性の地位は向上し

た、とする者たちは、植民地化を女性の解放ととらえているが、ことはそう簡

単ではない。たとえば、女性が労働市場に参入することによって新たな権力構

造に組み込まれる場合が多いことはこれまでの事例が示すとおりで、もう一方

の女性の地位は低下した、とする近代抑圧論者たちも、与えられた規範からは

み出してゆくような女性たちの動きを見落としている。

ミッションがもたらした近代化によって、アボリジニ社会は変化し、それに

伴って女性たちの社会内の立場も変わってきた。したがって近代化によって女

性が労働市場のなかに入り込むことになった側面も真実であり、ミッションと

いう特定世界のなかで、女性たちが自立性を発揮するようになってきた側面も

また真実である。女性たちは、ミッショナリーたちの考えのもと、ジェンダー

規範を付与され、コントロールされてきた。それは公の部分だけではなく、具

体的な家庭生活の細事、わたし的な部分を含めての干渉であった。それがミッ
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ション的な植民地状況の特徴であったといえるだろう。しかし、彼女らは、た

だ外からの影響を受ける一方の受動的な存在であったのではなく、親しみ、謙

遜し、ごまかし、さぼり、笑い、泣き、柔軟に、自らを適応させ、自律性を維

持していたのである。それゆえに、現在見られる彼らの社会のジェンダー規範

には、植民側、ミッション側の意図したものとは大きなずれが生じ、女性たち

の植民地化への従順な対応と抵抗との複雑な諸相がみられる。この論文では特

に、オーストラリアの先住民の経験したキリスト教ミッションによる植民地状

況をつうじて、彼女らがどのように与えられたジェンダー役割に抵抗し、同化

し、それがどのようにジェンダー規範と意識を変えてきたのかを中心に考察を

試みることにしたい。

２　キリスト教のミッション活動に内在化されたジェンダー

（１）ミッションの方針にみるジェンダー役割

ミッショナリーがとった、先住民に対する対策を概観すると、宗派の違いに

かかわらず、いくつかのはっきりとした共通する方針が浮かび上がってくる。

それは、定住化させること、農業労働の重要性を教えること、女性の地位の向

上、そしてキリスト教の教義にそった魂の救済をめざすことである。平和的で

秩序のある近代的な生活を先住民の間に定着させるために、ミッションという

空間をつくり、そのなかで具体的な施策がとられ、こうしてその方針は教化教

育活動のなかに生かされた。その多くはオーストラリアに必ずしも独自なもの

ではないにしても、ミッションの活動方針の目標について、共通してみられる

点はどのように整理できるだろうか。

まず、第一にミッショナリーたちは家庭を最重要視した。家族生活は近代化

された生活の普遍的な前提と考え、それを先住民の人々の社会のなかに見いだ

そうとした。かれらの前提とした家族のイメージは、一夫一婦の、核家族の家

庭であった。そして、核家族的家庭が欠如している社会には、それを強要した。
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具体的なイメージとしては、夫が外で労働をし、家族をささえ、女性が家内労

働を受けもち、清潔でｌ来通な家庭生活を提供し、洗礼を受けた子供がその家庭

で立派なキリスト教者に育つ、という理想的な聖家族であった。

第二は、労働概念である。ミッショナリーたちにとって労働とは農業労働で

あり、それは男性の仕事であった。男性は主な収入獲得看であることを期待さ

れた。つまりそこでは、男性中心主義、男性優位を前提としての労働のイメー

ジがあったのである［Ｆｉｓｋｅ１９９６，Ｇｒｉｍｓｈａｗ１９９７］。そのために、それまでに

はなかった、男性が稼ぎ手で、外で働き、女性は家事労働で、家にいるという

役割分業が強調された。ミッションにおける教育はこの男女別役割の考え方を

反映し、成人教育にも男女差がみられた［Ｇｒｉｍｓｈａｗ１９９７］。女性は雇用されるこ

とがあっても白人の家のお手伝いとして、洗濯、掃除、料理、子供の世話など

を行うか、縫製工場や病院での労働など、「女性的な」仕事が割り振られた。そ

れに対し、男性は機械を扱い、農場で働くなどの「真の仕事」が与えられたの

である。

第三番目に、女性の美徳についての強調がある。ミッションの女性やミッシ

ョナリーの妻たちは、「真の女性らしさ」を従順、奉仕、純潔、清潔感、家内性

などにあるとし、これを強調した［Ｆｉｓｋｅ１９９６，Ｇｒｉｍｓｈａｗ１９９７］。例えば、１９

世紀のハワイのミッショナリーの妻たちは、ハワイの女性たちに「女性の慎み」

という価値観を与えようと試みた。それは、裸体をさらさない、誘惑的なしぐ

さをしない、夜出歩かないなどの性的な貞淑さを強調するビクトリア朝的美徳

であり、当時のミッショナリーの妻たちに共有されていた価値観であった。そ

の美徳の名の下に、女性の家庭内役割は強調され、家庭内を整えること、子育

て、子供の教育は女性の責任とされたのである［Ｆｉｓｋｅ１９９６］。

以上のようなミッショナリーの強調した価値観は、かなりの程度、地域にか

かわらずに共通性が見られるが、歴史、社会的状況によってミクロな経験は異

なることは当然である。オーストラリアでは、どのようにジェンダー概念が与

えられ、どのような特徴がみられたのであろうか。
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（２）初期のミッションの失敗とその背景

オーストラリアの入植は－七八八年、シドニーの近郊から始まる。しかし、

ミッションが先住民であるアボリジニの人々への教化活動を本格的に始めたの

は、１９世紀にはいってからのことであった。このころ、ミッショナリーは「野

蛮で」「粗野な」アボリジニを教化すれば、彼らは救われる、と単純に考えてい

たといわれる。オーストラリアにおける１９世紀初期のミッションの多くは失

敗であったといわれ、計画半ばで放棄されたり閉鎖されたミッションも多い。

このような失敗の理由は、次のような点に求められる［Ｆｅｒｒｐ１９７９］。

まず、政府（植民地政府）によるミッションへの経済援助がほとんどなかっ

た。ミッションは政府の後ろ盾を持っていないため、権威がなく二他の入植者

からその活動は、許容され、評価されていなかったことを意味する。つぎに、

基本的なアボリジニへの態度がある。当時は、アボリジニは「野蛮で進化の段

階の遅れた、下等な人種」と考えられていた［Ｋｕｐｅｒ１９８８］。例えば、クイーン

ズランドにおける当時のミッショナリーたちは、以下のように発言している

［Ｌｏｏｓ１９８８］。

「インディアン、エスキモー、アフリカ人、南大平洋諸島民にくらべてアボ

リジニでは（キリス

ト教化の）成功が少ない」「アボリジニは宗教的な感受性がすくないのか、

ニューギニアの方がや

りやすい」「（アボリジニは）野性的で下品であり、完全な制限されない自由

をもっていた。男は強

さも意欲もなく、一日中遊んで暮らしている。」「アボリジニの能力と文化

は限定されたものであ

り、ポリネシア人の方が人種の段階として高いところにあり、それは農耕

と定住によってしめさ

れる。」
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こうした発言からは、当時のミッショナリーたちは、アボリジニの後進性を

ぁらかじめ前提としていたことがうかがえる。アボリジニを遅れた民族とみな

し、キリスト教化が難しいと嘆いている。彼らは、当然の前提として、アボリ

ジニを原始的ととらえていた。しかし、これは当時の教養ある主流社会のイギ

リス系オーストラリア人にとっては常識とされていたことで、アボリジニは「野

蛮」すぎて「文明」を受け入れることが出来ず、「野蛮」ゆえに神の福音の榔申

の届かないところにあると考えられていた。

また、アボリジニ社会の非定住の移動の多い生活、社会単位のまとまりの弱

さ、外から見て「核家族」の見えにくさ、そして労働観の違いといった社会的

特質もミッションにとっては問題だった０まず、ミッションが前提とした「定

住」という考え方がアボリジニには受け入れられなかった。アボリジニに対し

ては、特に狩猟採集という移動性の多い生業から定住へ、計画性をともなった

農業労働へということが強調されたが、これまで移動を基本としていた彼らに

とって、何故－カ所に留まる必要があるのか、さえが理解されなかった。農業

労働はミッションが「真の」労働と考えるところであったが、アボリジニにと

ってはすぐに食料が手に入らない労働を繰り返すことは、苦痛にほかならなか

った。それよりも移動し、食料を手に入れることがずっと意味があると考えた。

それ以上に、アボリジニの人々にとって移動は、それまでの生活の価値の中心

であったことに注意しなければならない。移動によって自分たちの部族の土地

の環境を知り、神話的世界と直接につながることができた。生活環境や物質文

化、榔申文化すべてが移動を中心として営まれていたのである０そうした彼ら

を定住させるということは、アボリジニの価値の全否定ともいえることであっ

た。

またアボリジニ社会の単位は、ミッシ、ヨンの側からすると大変にとらえにく

かった。居住集団、出自集団、部族などいくつもの水準での集団が存在し、基

本単位とミッションが考えた核家族は、重要な社会的機能をもつ単位ではなか

った。アボリジニは多数の小さな部族に分かれており、部族間で言語が異なり、
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敵対関係にあることもしばしばあったため、多くのミッションが、複数の部族

をひとつのミッションに受け入れることが困難であるという問題も抱えていた。

すでに述べたクイーンズランドのミッショナリーたちは、アボリジニの定住性

のなさを嘆きながらも、安定した家庭を持たせ、勤勉に労働するように導こう

と努力していた［Ｌｏｏｓ１９８８］。

「ミッショナリーにとっての最初の仕事は、安定した家庭という概念を教え

ることである」

「アボリジニはノマッドである。彼等をリザーブに定住させないことにはな

にもできない。彼等

は激しい労働に慣れておらず、それまでのやり方や慣習から離れるのに非

常に時間がかかる。彼

等には衣服を与えなくてはならず、毎日食事をほしがり、自分たち自身で

はほとんど何もできな

い。病人や年寄りを養い、子供たちを教育し訓練するには多くの時間の忍

耐が必要である。成功

はけっしてすばやくはおとずれず、約束されたものでもない」

また、アボリジニが裸族であったこと、・一夫多妻であったことから、アボリ

ジニ女性は本来淫乱であるとして、ミッションはミッション内部のアボリジニ

を外部との関係を持たせないことに心を砕いていた。基本的に、ミッショナリ

ーは教化されていないアボリジニを「危険な獣性をもつ野蛮人」として見てお

り、アボリジニの女性を男性の暴力の奴隷とみなし、教化しなければならない

「淫乱な存在」というステレオ・タイプでとらえていたのである。

こうした数々の困難な状況に加えて、オーストラリアの１９世紀初期的現象

である入植者社会の問題があった。ミッションにとって、入植者たちは、アボ

リジニに悪影響を与える存在でしかなかった。当時の入植者の大多数は、解放

流刑囚などを中心としたアウトローの男性たちであった。こうした入植者とア

ボリジニとの接触の結果として、ミッションは梅毒と混血児の問題に悩まされ
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ることになった。

このような状況を背景として、１９世紀初期のミッションの多くが失敗した。

この失敗はまた一方で、アボリジニは「教化できない野蛮人」であるというイ

メージを強化した。つまり、ミッションの活動が結果としてアボリジニのイメ

ージを低下させるという悪循環がおこったことも重要な点である［Ｈａｒｒｉｓ

１９９０］。

（３）ラマウック・ミッションとそのジェンダー

１９世紀の後半になると、ミッションの活動への世論の理解も広まっていった。

成功するミッションも少数であるが現れるようになる。その一つがビクトリア

州東部に設立されたラマウック・ミッションである。１８６０年代にキリスト教、

モラビアン派が設立したミッションで、１８７０年代のなかばには最も成功したミ

ッションとして有名になっていた［Ａｔｔｗｏｏｄ１９８９］。

このミッションが成功した背景には、いくつかの点が考えられる。まず、こ

の地域ではほとんどの土地がすでに入植者に取り上げられてしまっていた。ミ

ッションが対象としたのは、それでもここに残りたいとしたアボリジニたちで

あり、彼らがミッションに住むことを選択したのだった。このミッションもそ

の初期にはアボリジニをミッションに引き付けることはでき－なかったのだが、

１８６０年代にはミッションはしだいに政府からアボリジニの管理母体としてそ

の地位を認められるようになり、アボリジニの保護者としての地位を世論のな

かでも確立していった。なによりも影響を持ったと思われるのは、このミッシ

ョンのリーダーであり、この地域のアボリジニの主任監督官（ｓｕｐｅｒｉｎｔｅｎｄｅｎｔ）

であったハーゲンナウワー（ＦｒｉｅｄｒｉｃｈＨａｇｅｎａｕｅｒ）氏とその妻の、影響力の強い

性格と指導力である。以下にみるように、このミッションでは明確な生活の枠

組みや規則を与えた。当時、長く混乱した状況にあったこの地域にアボリジニ

にとって、規律のしっかりとしたミッションが避難所的な場を与えたことにな

った。
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このミッションでは、その立地、建物の配置、柵や門など、空間計画そのも

のが、アボリジニの空間認識を文明化することを意図して作られたという。ア

ボリジニに社会的序列の認識をもたせる教育を意図して作られた生活空間とは、

以下のようなものだった。まず、農場と果樹園の広大な敷地を背景に、中央の

小高い丘の上に、ミッショナリーたちの住む大きな家が建てられた。その右側

には教会、学校、子供たちの寄宿舎、左側には学校教員の家と倉庫が配置され

た。そして、ミッショナリーたちの家の前には、緩やかに下る広大な中央芝生

が配置されていた。この芝生の両側に、アボリジニの住む柵で一軒づつ囲まれ

たコテージが、並んで建てられた。アボリジニのコテージが並ぶ地域と、ミッ

ショナリーたちの大きな家が建てられている地域は柵で隔てられ、中央にドア

が付けられていた［Ａｔｔｗｏｏｄ１９８９］。そして、人々は、こうした空間のなかで、

厳密に定められたタイムテーブルに従い、規則正しく、祈りと農業労働と食事

を繰り返す日常を送ることを強要された。大人も子供も空間概念とともに、時

間の概念も押し付けられたのである占

こうしたミッションでの暮らしのなかで、アボリジニのもつ「個人」という

概念も近代化しようとしていた。たとえば、公とわたしの区分を厳格にするた

め、それぞれの小屋は冊で囲われ、小さな家族単位の生活が強調されたし、親

族関係に依拠して自分を定位する習慣を改変する目的で、個人名を使わせると

いう試みも行われた。ミッショナリーたちは、特に、文明化されたキリスト教

的コミュニティを作るために子供に期待をかけた。子供たちは、年長者の悪影

響から遠ざけるために、寄宿舎に入れられ、カーテンで仕切られた個人の空間、

個人用のベッドなどが与えられた。また、寄宿舎では厳格に男女が分けられ、

運動場さえも男女別に作られていた。

時間と空間の改変とともに、支配のシステムとしての父子主義（ｐａｔｅｒｎａｌｉｓｍ）

も厳格に適用された。ミッショナリーはアボリジニたちの親であり、正しいこ

ととはなんであるのかを教える存在であるとし、指導者であり保護者として君

臨する明確なヒエラルキーを確立した。この価値観はアボリジニに内在化され
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ることになる。ラマウックではほとんどのアボリジニがハーゲンナウワ一夫妻

をそれぞれ、父と母として愛情を込めて慕っており、ミッションを自分たちの
＼

家庭だとしていたという。ハーゲンナウワ一夫妻は、個人的に魅力的な性格、

熱意、権力、経済的資源というミッショナリーの力のすべてを持っていた。そ

れを背景として、彼らが強制した様々な概念が、アボリジニに選択的に、きわ

めてランダムに残存してゆくことにつながっていったのである。

ラマウック・ミッションにおいて、ミッション側が押し付けようとしたジェ

ンダー規範は、当時のヨーロッパ人中産階級社会の価値観にもとづくものであ

った。男性は生産を請け負う畑仕事を割り当てられ、女性は屋内のこと、装飾

的なことに関わるべきとされ、家の前庭のお花畑は女性の領分とされた。女性

には、特に謙遜、質素、節制、禁欲という美徳が求められ、性関係についての

罪の意識、その抑制、清潔さの強調などの概念が付与された。こうしたミッシ

ョンの考えるジェンダー概念の全体を、１８５０年代の初めに生まれ、ラマウック

で長く暮らすことになったべッツイー・フラワーというアボリジニ女性の事例

をアトウッドに従い、見ることとしよう［Ａｔｔｗｏｏｄ１９８９］。

べッツイーは、西オーストラリア州のアルバニーで生まれた。彼女が生まれ

た頃にはすでに、この地域のアボリジニたちは白人の町に住むようになってい

た。１８５２年にこの地域にアングリカンのミッションが設立さ－れ、小学校が併設

された。ベッツイーはこの学校の責任者であるミッショナリー夫婦に預けられ、

学校に通い、洗礼を受け、英語名を付けられ、白人の子供と同様に育てられた。

ベッツイーは、まわりのミッショナリーの期待に添う、たいへん聡明な子供で、

勤勉で、本を読むのを好み、音楽を愛した。彼女は親がわりであったミッショ

ナリーのアンを敬愛して、ミッシー（Ｍｉｓｓｉｅ）と呼び、彼女を喜ばせることを

自分の喜びとした。政府の資格試験にも簡単に合格した彼女は、１３歳でシド

ニーの学校に進み、さらに教育を受け、特に文学と音楽の分野で才能を発揮し

た。その後アルバニーに戻り、小学校の補助教員そして教会のオルガニストと

して働くようになった。べッツイーは、植民者側の中産階級の社会的価値観を
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基礎とした自己像を持つように育ったのである。

１８６７年、ベッツイーは、ラマウックに教員として採用されることになった。

彼女はここでハーグンナウワ一夫人の厳しい指導のもとに、家事と育児の訓練

を受けた。学校では、教育者として才能を発揮し、ラマウックの重要な存在と

なっていった。彼女はしだいに、ハーゲンナウワ一夫妻を尊敬し、慕うように

なり、特にルイーズ・ハーゲンナウワーをすばらしい女性だとして深く敬愛し、

母と呼んだ。そして、女性は妻であり、母であり、家庭のなかで働くというこ

とを期待するミッショナリーの価値観の影響によって、ベッツイーもそのよう

な未来を夢みるようになっていった。１８６８年、ハーゲンナウワー民らの勧めに

従い、ミッションの混血のアボリジニ男性、ドナルドと結婚する。二人は寄宿

舎の責任者となり、熱心な仕事ぶりを見せた。

ところが、しだいに自分たちが決してある程度以上の責任を持たせてもらえ

ないことに気付くことになる。あくまでも彼らはアボリジニであり、主任監督

官としてのハーゲンナウワーが権力を握る階級制の下位に位置づけられていた。

特にべツッイーは、夫がハーゲシナウワーの信頼を得てゆくのと対照的に、結

婚の翌年、寮母に左遷され、仕事が退屈で面白くなく感じるようになってゆく。

結婚して以来、彼女の個人的アイデンティティは、夫と一くくりに扱われるよ

うになり、女性の仕事として、評価されない、家のなかの家事と子育てに活動

を限定されるようになった。自己の欲求を満たすような仕事が与えられず、個

人的な移動の自由が制限され、ミッションが与える妻と母親という役割に、強

制されていると感じるようになる。依存的な存在に限定され、過少化された自

己の地位に不満を持つようになっていった。また、かつての子供の時にように

ミッショナリーの期待に答え、彼らを喜ばせることが難しくなってきているこ

とにも気づく。その結果、彼女は自分への自信を失ない、精神的に落ち込んで

いった。

こうしてベッツイーは、自分の世界に引きこもり、ミッショナリーの命令に

従わなくなる。その行動は他者に献身的であるべき女性としては、ふさわしく
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ないと見られ、ハーゲンナウワーの不興をかう。一方、夫のドナルドはハーゲ

ンナウワーの重要な片腕となっていった。その二年後、夫は未亡人のアボリジ

ニ女性と性的関係をむすぶ。ハーゲンナウワーは、べッツイーが間接的責任が

あるとして批判する。性的行動までが疑われた結果、１８６９年にはミッションを

追われた。当時、アボリジニにとってミッションに依存せずに暮らすことは困

難で、貧困に苦しみ、精神的にも追い詰められた１０年間をすごした。こうした

厳しい生活状況と、結婚以来絶え間なく続いた妊娠と出産そして流産の結果、

彼女の身体は衰弱する。１８８６年に、許されてラマクックに戻り、ハーゲンナウ

ワーとの関係もー応修復するのだが、１８９５年、４０歳をいくらかすぎて、彼女は

この世を去るのである。

べッツイー・フラワーの人生を見ると、ミッションによって押しつけられた

女性イメージの強さとその矛盾が分かる。彼女の場合、白人社会の中流知識家

庭の教育を受け、強い自己意識を持ち、教養ある、「文明化された」人間に育っ

た結果、女性は家庭人たるべきこと、という当時のミッション女性の理想とす

る価値観を自己のものとしていた。彼女の苦悩は、彼女はアボリジニであり、

アボリジニは白人より劣位であり、さらにアボリジニの女性はアボリジニ男性

より劣位であるという、見えないヒエラルキーが当時の状況としてあったこと

を背景としている。ヒエラルキーのもっとも下位にあった一般的なアボリジニ

女性には、彼女がもった自己意識は、まったく不必要なものであったのだ。つ

まり、ミッションがアボリジニに与えたジェンダー概念は、自分たちの白人主

流社会のジェンダー概念を基礎としたものであった。彼らは気づいていなかっ

たのかもしれないが、白人女性とアボリジニ女性にもとめられるジェンダー概

念には、明白な差があったといえるだろう。ミッションの女性に期待されるジ

ェンダー役割は、母であり、妻であり、家庭の責任者であり、自己犠牲のもと

に献身的であることではあることと同時に、神の使命を担う主体として、活躍

する自律性が期待されていた。ところが、アボリジニ女性に対しては、あくま

でも管理されるアボリジニ、のしかも女性として家庭内での従属的な立場で生
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きることのみが期待されていた。そこには明確な差があった。べッツイーの人

生には、ミッション女性との親密な関係が大きな影響を与えたことが分かる。

彼女は、信頼し敬愛するミッシーやルイーズを役割目標として、白人社会で期

待される女性のあり方を受け入れ、自分のものとした。そのため、かえって彼

女は、アボリジニ女性としてミッションによって期待されるジェンダーを生き

ることが困難になってしまったのである。

（４）２０世紀のミッションとジェンダー

２０世紀になると、ミッションはオーストラリア北部へと展開して行く。この

時期、ミッションのアボリジニへの態度や施策にも変化が見られた。それまで

のように救いようのない、死にゆく民族としてではなく、現存する大きな社会

問題の当事者としてアボリジニを位置づけ、教育によってオーストラリア社会

に同化してゆこうとする動きが顕在化したのである。こうした流れのなかミッ

ションをとりまく状況も大きく変化した。当初のアボリジニ政策は保護・隔離

主義であったのが、１９３０年代には同化主義となり、しだいにミッションへの経

済的援助を拡大させていった。その結果、北部では多くのミッションが設立さ

れ、アボリジニのミッションへの集住がスムーズに行われた。このような新し

いミッションにおいては、どのようなジェンダー規範が与えちれていったので

あろうか。

ミッションは２０世紀に入って、福祉的色合いを強め、食料配給などをさかん

に行った。それによって多くのアボリジニがミッションに惹きつけられた。こ

うしたなかでアボリジニ女性はミッションの女性によって、家庭という概念を

与えられ、その管理方法などに介入される一方で、配給のためミッションへの

依存の程度を高めることになった。このことが一夫一婦制への移行の鍵であっ

たとベルは指摘している。つまり、女性が生産に声、かわる仕事を止め、男性に

依存することによって、夫が妻を養うというキリスト教が考える夫婦関係が成

立する。ここで、一夫一婦制をささえる経済関係の変化が起きたとしている。
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ミッションは、重労働を背負わされているように見えた女性を解放し、文明化

しようとした。そのために彼等を定住させ、近代的な家庭生活をおくらせよう

とした。それまでの儀礼的な親族の関係に支配されていた結婚から女性を解放

するために、女性の仕事をミッショナリー女性が監督し、妻としての義務とい

う概念を彼女らにも共有させようと努力した。それは同時に男性が世帯の中心

であり、主要な稼ぎ手であるという概念を植え付けることでもあった。こうし

て、アボリジニ社会の男女の関係が変化し、婚姻の性質も変わってきた。狩猟

採集による生活からミッションでの配給に頼る生活になることによって、夫を

食べさせる妻たちから、夫に食べさせてもらう妻へという、生活基盤の経済構

造の変化も起きたとしている［Ｂｅｌｌ１９８８］。

植民地で植民者側のジェンダー概念が、実際に当該社会に大きく影響を与え

るようになるのは、植民する側の女性が直接にかかわるようになってからだと

いわれている。牧場の場合を例に取ると、入植当初、アボリジニの女性は自分

たちの世界を維持し、そのコントロールを自分たちで行っていた。それが失わ

れていったのは、先に述べたように、牧場地のリースが始まり、牧場主の妻た

ちが、アボリジニの女性に直接接触するようになってからであるといわれる。

つまりアボリジニ女性の生活は、日常の白人女性による細かい指示のもとに、

はじめて変化していったのである。そして、それはミッションにおいてさらに

大きく変化したことになる。アボリジニ女性は、ミッションの女性による日常

的な密着した監督のもとに置かれ、その活動が制限されるようになる。その監

視は、子供の世話、道徳観、衛生観、家庭生活など、女性の仕事とされた家庭

全般に細かく及ぶ。ラマウックのミッションでの女性のミッショナリーによる

指導も教育も同様である。しかもこうした教育や指導の背景には、ミッション

の女性とアボリジニ女性の問に築かれた、親密で愛情に基づいた人間関係があ

る。そして、その人間関係が親密なものであるこ＿とによってアボリジニ女性た

ちは、白人女性の理想とするジェンダー役割を内在化することにもなっていっ

たのである。
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３　エルコ島ミッション

（１）ミッションでの経験

これまでにのべたようにわたしの調査地であるアーネムランド北東部のヨル

ング地域のミッション活動は特にうまくいっていたといわれる。ミッションの

アボリジニへの対応も他地域、他時代とくらべて殊に親和的であった。キリス

ト教の受け入れもよく、成功したミッションといわれる［Ｂｅｒｎｄｔ１９６２，Ｄｅｗａｒ

１９９５］。しかし、アボリジニへの教育や社会生活の概念、ジェンダー概念の強制

などの点から見ると、実はミッショナリーたちは、意識として１９世紀的な部

分をひきずっていたと言える。むしろ、調査地ではその両者の間に良好な関係

ゆえに、ミッショナリーへの影響は１９世紀のミッションよりも大きかったと

いう可能性も考えられる。これが現在のアボリジニ社会のジェンダーの有り様

にどのように影響しているのであろうか。

ェルコ島ミッション（のちのガリウインク）は１９４２年、アーネムランドの北

東海岸部にメソジスト派によって建設された。北東アーネムランドはヨルング

（Ｙｏｌｎｇｕ）の人々が暮らす地域で、この地域にメソジスト派は１９２２年、エルコの

西側の対岸にミリンギンビ・ミッションを建設していた。ところが、第二次世

界大戦がおきたため、当時ミッショナリーとしてミリンギンビにいたシェパー

ドソン夫妻は、数家族のアボリジニとともにエルコに移動し、ミッションを設

立した。そのためアボリジニとの間には、すでにある程度の関係が成立してお

り、この地域では特に順調にアボリジニがミッションに集住していったといわ

れる［Ｋｅｅｎ１９９４］。シェパードソン夫妻はエルコ島ミッションを発展させ、この

地で５０年間にわたって暮らした［ｓｈｅｐｅｒｄｓｏｎ１９８１］。

当初、ミッション内での問題のひとつは、クラン問の戦いであった。いざこ

ざやけが人が出る争いが頻発していたことが記録されている。このため、シェ

パードソンは初期の頃から積極的に、アウトステーションとよばれるブッシュ
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の中の小規模な村の建設をすすめていった。これはアボリジニを集め、定住さ

せ、教化、同化させてゆくというミッションの一般的な方針とは逆の動きと言

える。寄宿舎制をとらず、儀礼を完全に禁止することもなかった。ミッショナ

リーはむしろ積極的にアボリジニの言語や文化を理解しようと努めたのである。

これらに象徴されるように、エルコのミッションは、アボリジニ文化に対して

親和的な政策をとることが多かった［Ａｕｓｔｉｎ１９９８］。

しかし、当時の記録をみると、家族や労働の概念については、ミッショナリ

ーは、キリスト教的な価値観をアボリジニに強制していたことは確かである。

とくに婚姻について、アボリジニの一夫多妻婚には否定的だった。別の章で詳

述するが、この地域のもともとの結婚は、夫婦間の年齢差の大きい、一夫多妻

婚であった。婚姻規則にのっとった結婚のために、幼い少女と男のあいだで、

ふたりを義理の母と義理の息子とするという約束がかわされる慣行があった。

この慣行は一夫多妻の妻の数を保証する一方で、少女が成熟し、産んだ子供が

成熟するまで時間がかかるので）夫婦間の年齢差が結果として大きくなった。

シェパードソンをはじめとするミッショナリーは、特に、すでに複数の妻がい

る年長の男が、若い少女を何番目かの妻として手に入れることに、不快感を示

していた。シェパードソンの批判に対して、ある男性が、クラン関係上仕方の

ないことで、それをしなかったら鱒ぬしかない、と答えると－、彼はそれなら、

いつでも自分の鉄砲を貸してやろう、といったという話が記録されている

［ＭｃＫｅｎｚｉｅ１９７６］。

一夫多妻を厳禁する行動はとらなかったものの、ミッションでは家族概念が

一夫一婦の核家族を理想としてそれを実現しようとしていたことは、他の点か

らもうかがうことができる。例えば、診療所に残されていた家族台帳は、家族

ごとに記載されていたのだが、それぞれが家父長、妻、その子供たち、という

順に記録されていた。ここの社会では日常生活の中で基礎とはなっていない「核

家族」という枠を、ミッション側があらかじめ想定していることが分かる。複

数の妻がいる場合は、やはり夫の名前の下に、二番目の妻、子供たち、三番目
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の妻、子供たち‥・と記載されていた。彼らの言語には、「第一夫人」「第二

婦人」に当たる言葉はなく、権利の大きさももともとはかわらなかった。それ

がこうして台帳に記録されることによって、彼らは英語で一番目、二番目とい

う言い方をするようになったと言われる。

ミッションは製材所を建設、アボリジニのための住居を建てた。その家の構

造は二部屋または三部屋で、台所、居間つきの核家族を想定した建物であった。

これも彼らが生活が核家族単位で営まれることを想定していたことをあらわし

ている。

また、アボリジニにそれまでになかった姓を使うように指導した。アボリジ

ニたちは、それぞれのリネージの祖先の個人名を姓として採用した。一部の地

域では、これが定着し、女性は婚姻によって、父親の姓から夫の姓にかえると

いうスタイルさえ定着した。このように、強圧的ではなかったものの、ミッシ

ョンが当然の前提としてイメージしていたのは、核家族単位の家庭であったこ

とは確かである。
○

労働については、どうであっただろうか。エルコでは働かない者には配給を

与えないというモットーで、労働に応じた食料の配給を行っていた。当時を知

るミッショナリーは、あのころのアボリジニは、まるで子供のようで、何も知

らず、すべてを一つづつ、教えてあげなくてはならず、配給システムも労働の

重要性を教えるための手段であったと語った。こうした労働にも、ミッション

のイメージにもとづくジェンダーの区別があった。男性の仕事は、農園や製材

所での肉体労働であり、飛行機やボートの換縦、自動車の整備／操縦、そして家

の建築の仕事であり、女性は、裁縫所や食堂での仕事、そして家事手伝い、病

院や学校の補助、掃除婦などであった。これは、１９世紀のオーストラリアで

も、また世界各地のミッションでも共通して見られることで、植民者側の労働

にかかわるジェンダー概念の基本であった。

ェルコ・ミッションの設立、運営に大きな役割を果たしたシェパードソン夫

妻は、アボリジニ文化に親和的であり、アボリジニにも慕われていた。特に妻
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のエラは、戦時中ミッションの女性が南部へ避難した時にもエルコに留まり、

アボリジニ女性たちとブッシュで避難生活を送った。彼女は看護婦の資格を持

ち、診療所を開設し、小学校を始めた。彼女は「ンガンディ（Ｎｇａａｎｄｉ，お母さん）」

と呼ばれ、深く敬愛された。シェパードソン夫妻についての愛情を込めた語り

は現在でもこの町で頻繁に聞くことができる。

ェルコ・ミッションは、戦後の運営が好調で、多い時には２０人近くのミッシ

ョナリーが働いていたという。そのなかには既婚者も独身の女性もいた。多く

のアボリジニの女性たちは、彼らの家で働き、子供の面倒を見たり、家事を手

伝った経験を持つ。ただし給料は現在のように多額でなく、ほんのちょっとだ

ったと彼女らは語る。しかし、多くの女性たちは、ミッションの女性たちと親

密な友人関係を持つようになっていた。彼女らが、当時の自分が働いていたミ

ッションの家族のことをよく覚えており、子ども一人一人の名前まで、思い出

すことができるほどであることがそのことを示している。例えば、現在５４歳の

女性であるバンダカは、パースに住む、元ミッショナリーの女性と連絡を取り

合っており、休暇にパースに遊びに行くこともある。最近亡くなった彼女の娘

の葬儀には、パースから花束が届けれられた。アボリジニ女性たちは皆、当時

のミッションの人々を個人的によく記憶しており、非常によい思い出として語

っていることに気が付く。ミッションの女性たちは、親切で、優しく、わたし

たちのためを考えて生活していたのだ、と彼女らは語るのである。

ェラ・シェパードソンの著作からは、当時のミッションの女性たちが抱いて

いた自己理想像をうかがうことができる［Ｓｈｅｐｈｅｒｄｓｏｎ１９８１］。それは、夫を信

頼し、敬愛し、自分たちの努めは神の意志を果たすことであるとし、信仰深い

日常を勤勉に過ごし、厳しい環境のなかでも極力居心地のよい、暖かい家庭を

作ることであった。こうした献身的で、自己犠牲を伴う女性の態度は、親密に

なったアボリジニ女性の世界観に影響を与えずにおかなかったであろう。その

結果、彼女らの生活や労働観、家庭観、人間観は、アボリジニ女性の理想のイ

メージとなって定着していったのである。
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（２）家庭生活にみるミッションの影響

見てきたように、ミッション主導によるアボリジニの意識変化の結果、伝統

的結婚が後退していった。現在のガリウインクでは、一夫多妻婚が減少し、複

数の妻をもつ場合も、その数が減少しており、年齢差も減少している。ミッシ

ョンは一夫多妻を禁止はしなかったものの、一夫一婦制を奨励した。かつて一

般的だった、女性出生前に男性との婚約が結ばれるという結婚の取り決めにも

緩みが現れ、女性が生まれてから結婚相手を約束する形になり、それさえも今

では強制力が弱まっている。一夫一婦が望ましいとする言説は今日、一般的に

流布している。理想的な結婚としてアボリジニたちが語るのは、男性も女性も

一夫一婦である。当事者の男女両方の合意がそろっていない結婚の約束はよく

ないとし、恋愛による関係がよいとする意見も若い世代を中心に多い。若い女

性たちのなかには、クラン間の取り決めによって決定される結婚を忌避しつつ、

自己の恋愛の相手が慣習にそう結婚相手ではないために、シングル・マザーに

なることを選択する者も増加している。これは、とり．もなおさず、クランの婚

姻への縛りが現在もまだ根強く残っていることを示している。また、二人以上

の妻を持つものも現在もあり、男性が中年をすぎてから、二人目三人目の妻を

めとることは珍しくはない。しかし、このような一夫多妻婚が以前のように問

題なく受け入れられるのではなく、妻同士の仲違いや、争いなどの混乱をひき

おこしているのである。

このように、ミッションが押し進めた年齢差の近い、一夫一婦という兵副因の

観念が、一夫多妻婚を完全に駆逐して定着したとはいいがたい。現在ガリウイ

ンクのアボリジニの人々は、聞かれればキリスト教者だとほとんど全員が答え

るが、実際に熱心な信者はほんの少数である。興味深いのは、比較的若い世代

でも複数の妻を持つ者がいる一方で、ミッションの時代、ミッショナリーとと

もに働いた、現在５０才代から６０才代の者のなかに一夫一婦婚を堅持する者が

何例かみられる点である。かれらはミッションがいた時代に成長した人々であ
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り、ミッションのイデオロギーに強く影響を受けた世代ということができる。

現在の家ごとの居住人数は、平均１０人をこえる。一般的な住居のつくりは、

三部屋の個室および居間と台所、という核家族を想定したものである。しかし、

次章で詳しく述べるように、その単位はいわゆる核家族ではなく、その構成は

かつての居住集団の構成を踏襲している。かつての集落では、夫婦と幼い子供、

未婚の男たち、未婚の女と寡婦たちというまとまりでそれぞれの小屋が構成さ

れていた。それと同じように、各部屋がそれぞれのまとまりになっているので・

ある。そして、食事、洗濯などの日常生活は、複数の女性たちによって営まれ

ているが、それぞれの女性の活動の領分は、その居住集団の外まで広がってい

ることが一般的である。つまり、居住単位は日常活動をになう集団とは必ずし

も重ならないのである。若い夫婦が家を持つような場合は、父系の核家族的構

成がとられる。しかし時間がたっと母方やその他の親族のつながりにより、一

軒の居住単位のなかに複雑な結合がおこり、家族の機能がひとつにおさまらな

い拡大家族のような居住集団が増加する。夫が他の妻の家に移り住んだり、子

供が母方の伯父の家に住むなど、居住集団をまたぐケースが増える。新しい動

きとして、女性を中心とした居住集団の構成も注目される。これは、家の単位

のまとまりが母と娘、という女性の系統の軸を中心として成りたっている居住

集団で、一夫多妻婚の大家族とも、ミッションが与えようと－した核家族とも異

なる構成である。

家庭生活におけるジェンダー・イデオロギーをみると、ミッションの影響に

ょると考えられるものには、どのようなものがあるのだろう。まず、目立つの

は家内の仕事は全て女性がおこなうことである。男性が行う料理は、屋外での、

カンガルーやウミガメなどのブッシュの食べ物についての料理に限られている。

屋内やキッチンでレンジを使って、店で購入した食材の料理は、女性のみが行

う。男性は、いわゆる白人の「料理」を知らず、できるはずはないと了解され

ている。

掃除も全く同様である。儀礼場を整えるための広場の掃除や、屋外の農場の
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手入れなどは男性も行うが、家屋内のほうきや洗剤とモップを使って掃除する

のは、女性だけである。屋内は決して清潔に整とんされているとは言えないが、

時に、全く何の理由もなく、夜中であっても、家中を掃き、モップをかけてゆ

くことすらある。

洗濯、縫い物なども、男性が行うことはない。シーツや服を買い、それを維

持する役割は女性のものである。現在は洗濯機を使うが、女性は毎日のように

大量の夫や子供たち全員の服を洗い、ロープに干し、それを畳んで収納する。

自分の服装にも大変気を使い、仕事に出かける朝などはシャワーのあと、アイ

ロンをかけた服を身に着ける。このように、屋内で仕事は、すべて女性の仕事

とされている。

ここにはまた、活動面における単なる男女分業だけでなく、家庭内において

「世話をする」女性／「かしづかれる」男性というイメージが定着しているこ

とがわかる。このように食事を含めた日常の世話はすべて女性が行い、男性は

ただ座っているだけである。女性であるわたしには、しばしば、時には夜中で

さえも男性成員のために料理を依頼されることがある。こうした状況を見て、

白人たちは、アボリジニ社会では女は奴隷のように使われている、とコメント

しがちである。しかし、実際には、アボリジニの男性の家族内での発言力は弱

く、専制的でもない。日常生活における様々なことがらの決定は女性によって

行われる場面の方が、むしろ多いのである。

現代の家屋は、アボリジニにとってなじみの薄いものであることは明らかで

ある。１９８５年、最初に調査に訪れた頃、ほとんどの家はひどい状態であった。

水道や台所、トイレが機能していないのは当たり前で、窓はこわれ、ドアの云

ニヤが剥がされ、壁には落書きがあり、まるで廃虚のような家が多かった。そ

の後、政府の援助によって多くの家が新築されたが、それもかつてほどではな

いものの、急速に荒れてゆくのを見てきた。彼らにとって定住する家とその管

理の概念は、受け入れられていないようだと思い知らされる。

このようにアボリジニは、家を清潔に保ち、居心地よくすることに決してた
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けているとはいえない。ところが、庭づくりだけは熱心に行う。芝生を植え、

花を植えるという、ほとんどみかけを飾るための庭づくりである。それは、家

の中に食料がろくにない、室内も荒れ放題のアボリジニの家にとっては大変ア

ンバランスに見える行為である。離島のエルコでは、高額の種や苗を取り寄せ

なくてはならない。おまけに、熱心に芝生や花を植えても、乾季のこの地では、

こまめに手入れをしなくてはすぐに枯れてしまうのにもかかわらず、である。

それと類似したものに、カーテンがある。美しい鮮やかな色合いを好む彼ら

は、大きな花柄の布を購入し、ミッションの教育によって身につけているミシ

ンの技術をつかって、カーテンを縫い、窓にかける。いかに家がひどい状態で

も、ガラスの割れた窓にカーテンだけはかけられる。しかもその際には必ず表

地を外側に向けてかける。一度、わたしが部屋からは裏地しか見えないカーテ

ンに、かけかたを間違っているのではないか、と聞いたところ、彼らは何を言

っているのか分からない、という顔をし、「外からきれいに見えなくては意味が

ない」と答えた。この庭づくりとカーテンは、清潔さ、整頓の程度、食事の内

容など彼らの生活のその他の要素と比べて、わたしたちの目にバランスを欠き、

異様に映る。

移動を価値の中心としたアボリジニの人々にとっての家屋の意味を、この二

つの事象は象徴的に現している。季節がよければ外で寝て、外で過ごすことを

好む彼らにとって家は居住の場所というよりも、物を置いておくところである。

自分たちの家を飾るのは外に対してのことで、かれらが常に外部を意識してい

ることを示している。新しい家が与えられた時、その責任者は女性とされた。

そのためアボリジニの女性たちは現在も家の仕事を自分たちのもの、としてい

る。しかし、その実践のなかで特にカーテンと庭づくりという象徴的な二つの

アンバランスな行為は、移動民という彼らの背景を示していると言えそうであ

る。

婚姻や居住単位のありようからは、現代のアボリジニには、一夫一婦制の核

家族的家庭という、ミッションの時代に与えられた概念としての核家族的なイ
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メージが、共有されていることがうかがわれる。それは決して強固なイデオロ

ギーではなく、現実の生活の必要と利便性によって、容易に変わりうるもので

ある。それゆえ、現実には親族関係の多様なっながりによって、核家族を越え

てより大きな日常生活単位が構成され、それが生活実践の場になっているとい

えるだろう。ミッションがなくなった現在、彼らの居住集団の構成や婚姻はク

ランの論理によって、ふたたび親族関係を中心としたものに移ってきた。その

なかで、これまでになかった女性同士のつながりを中心とした新しい形の居住

集団も現れていることはすでに指摘した通りである。

しかし、彼女らの間には、核家族的な生活を理想とするイメージは共有され

ていることが、家庭内の行動や飾りからみてとれる。家庭のなかの飾り方や整

え方のイメージは、現実の生活との整合性から外れてはいるが、選択による彼

女たち自身の自発的な営みによって維持されている。それは、アボリジニの女

性たちの理想的な家庭イメージの表出であり、主体的な実践といえるものであ

る。

（３）労働に見るミッションの影響

現在のガリウインクでは、ある一定の雇用機会がある。表１のように、性別

によって就いている仕事に違いが見られ、それにはミッション時代のジェンダ

ー概念が反映されていることがわかる。つまり、男性は飛行機や車などを使っ

たり、機械や重機にかかわる仕事、農場労働、政治的な仕事に就くのに対して、

女性は掃除や補助の仕事が多いのである。しかし、ミッションの時代と大きく

異なるのは女性の活躍である。表１でもわかるとおり、被雇用者の数は女性の

方が多く、しかも安定雇用の職の者の数は女性の方が圧倒的に多い。とくに、

教員、看護婦、経理など高等資格を必要とする職の多くが女性によって占めら

れていることは注目してよいだろう。

女性の活躍の背景には様々な理由があるが、こうした旧植民地社会における

女性の社会適応の相対的なよさは、オーストラリア以外でもしばしば報告され
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ている［Ｂｌｙｔｈｅ＆ＭｃＧｕｉｒｅ１９９６］。もちろん、ミッションは男は労働、女は家庭

というジェンダー役割を与えてきたのであって、教育においても女性を社会的

に有効な労働力にしようとする意図はなかった。しかし、実際には女性が教育

の成果をもとに、社会に参加していった事例が多い。たとえば、カナダのカリ

ェェル・インディアンの事例では、ミッションによるジェンダー・イデオロギ

ーを強制するような教育のなかでも、女性が女性ミッショナリーと友好な関係

を結ぶことによって、罰をのがれたり、日常を過ごしやすくするなど、ソフト・

レジスタンス［松田１９９９］とよぶべき関係をつくり、結果として男子よりも手厚

い学校教育を受け、そおれがその後の社会的進出に繋がったということが報告

されている［Ｆｉｓｋｅ１９９６］。

ガリウインクでも、学校で成功をおさめている学生には女性が多い［Ｆｉｄｏｃｋ

１９８２］。男子は儀礼に対する責任や親族関係のしがらみのなかに年齢とともにま

きこまれ、その多くが小学校高学年になると学校へ行かなくなってしまう。こ

の傾向は、ミッションの時代にはさらに強かったことが想像される。さらに、

男性にとっての大きな問題は、教員が女性であることである。ミッションの時

代、最初に小学校を始めたのはシェパードソン夫人であった。それ以降も現在

に至るまで、学校の教員は圧倒的に女性が多い。こうした環境のなかで女性は、

学校教育に順調に適応していった。ところがアボリジニ男性は、成人儀礼を終

えて男性の世界に入る十歳ぐらいになると、女性の指示のもとに行動すること

はありえない。そのため女性が主導する教育に反抗的になり、学校教育のライ

ンからはずれ、新しい技術や態度を習得できないという図式ができあがった。

現在、学校と診療所、そして託児所の長になっているのはすべてアボリジニ

女性である。彼女たちはミッションで学んだ世代でありＪミッションのサポー

トのもとに高等教育を受けた女性たちの中でもいわばエリートたちである。彼

女ら以外にも小学校の先生や准看護婦になっている女性は多い。彼女らは、学

校教育に適応した結果、ミッションで身につけた識字能力や計算力を身につけ

た。そして、ミッションの女性たちが働いていた分野で職に就いた。彼女たち
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は、ミッションからジェンダー役割を学び、それを踏襲しているといえる。し

かし、それは、ミッションが意図したジェンダー役割である家庭内の女性とい

う範疇からは、はみ出たものであったといえるだろう。

４　アボリジニが取り入れたジェンダー・イデオロギー

この節では、植民地時代のミッションの活動がどのようなジェンダー・イデ

オロギーをアボリジニ社会に付与したか、それはどのように受け入れられ、社

会に影響を与えたのかを検討してきた。ミッションとアポリージニとの関係性は

入植の時期によって異なっていた。まず第一の時期は、植民地初期のミッショ

ン活動である。オーストラリアにおける初期のミッション活動は、保護主義的

なものであったが、アボリジニに対する理解のなさ、政府による経済的援助の

欠如と差別的見方、アボリジニたちの遊動志向などによって、その多くが失敗

に終わった。

第二の時期は、１９世紀後半以降からである。第一期に比べてこの頃は、同

も化主義的な方針を政府が採るようになったために、ミッションは政府からの経

済的援助を得て、福祉の役割をにない、かくして成功するミッションも現れた。

本論で見てきたように、１９世紀後半のミッションは、アボリジニと親和的な

関係を持ち、かつ圧倒的なコントロールを発揮するという関係を築いた。そし

てその関係の上に、植民地時代の白人のジェンダー規範がアボリジニに強制さ

れた。しかし、そこで白人女性とアボリジニ女性に期待されるジェンダー像に

は、暗黙の、しかし、はっきりとした違いがあった。その結果、ベッツイーの

エピソードに見られるように、人間として破綻してしまうという構図があった。

第三番目は２０世紀のミッション活動である。アボリジニ文化に親和的なミ

ッショナリーが増加してゆくなかで、アボリジニ時ミッションを積極的に利用

するようになった。このような変化は、オーストラリアという国自体の変化を

背景としておこったものであった。’１９０１年、連邦が成立し、「オーストラリア」
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という意識が共有される一方、国外からのアボリジニに対する扱いへの批判も

増加し、人々の目はフロンティアである北へと向かった。その結果、キリスト

教各宗派のミッションは、北部での活動を増大していった。オーストラリアの

ミッションはこの三番目の時期である２０世紀に、大きく変貌したといってよ

い。

アーネムランドのエルコ島で展開されたミッション活動は、すぐれて２０世

紀的なものであるといえる。この章の第一節で明らかにしたように、オースト

ラリアにおける一般的な入植イメージに比べて、この地域の入植経験は特殊で

ある。この地域のミッションは、福祉的、親和的に、順調に運営されていた。

っまり、暴力的な入植によって一方的に文化をはく奪されたアボリジニという、

イメージだけでは捉えられない歴史があったのである。

「１９世紀初頭ミッション」は、多くが破綻し、「１９世紀後半的ミッション」

は、政府や世論の後ろ盾を得て、多くが成功をおさめたことは、ラマクックに

象徴されるとおりである。しかし、成功を基礎としてジェンダー概念を含めた

植民者側の価値観が強圧的に与えられ、それが破綻を生んだ。そして「２０世

紀的ミッション」においては、アボリジニ文化に親和的なミッショナリーとア

ボリジニとの密接な関係を通して、ミッショナリーの価値観がアボリジニ社会

に付与されていったのである。

このように、三つの時代的な関係性の違いはあるものの、ミッションによっ

てジェンダー概念がいかにもたらされたかという視点から検討し直してみると、

２０世紀のミッション活動は決して１９世紀と不連続ではないということが指

摘できる。１９世紀においても、２０世紀においても、そしてオーストラリア

国外においても、時代や地域、宗派による若干の違いはあっても、キリスト教

ミッションがおしなべて強調してきたことは定住し、男性が外で労働し稼ぎ手

となり主導し、女性は家庭内を整えて貞淑に子育てを行うという、一夫一婦制

の家庭生活であった。２０世紀のミッションにおいては、こうしたミッション・

イデオロギーと呼べるような家庭についてのイデオロギーは、必ずしも正式の
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教育で教えられることはなく、強制の形をとることもなかったが、押しつけら

れなかっただけで、ミッショナリー自身の意識のなかでは強く保持され「正し

いもの」として内在していた。エルコのミッションにおいても、．ミッショナリ

ーたちの美徳だったし、アボリジニに影響を与えていた。そして、ミッショナ

リーと友好的に継続的な関係を維持していたアボリジニは、その友好な関係ゆ

えに、その影響を強く受けることになった。

２０世紀的な特徴が顕著なェルコのミッションにおいては、友好的な関係を

基礎として、キリスト教的概念、近代のイメージがアボリジニに受け入れられ

た［ＭｃＩｎｔｏｓｈ１９９９］。確かに、核家族や女性の役割にういての概念は、行動を規

制するような強い論理として押しつけられることはなかった。しかし、ミッシ

ョンの時代を直接に経験した世代が一夫一婦制を堅持していることにもあらわ

れているように、ミッション運営が順調であった当時は、核家族のイデオロギ

ーはある程度受容され、維持されていたと考えてよいだろう。現在のガリウイ

ンクでは、一夫一婦制を含めた核家族イデオロギーを、当該社会の主流として

は見いだすことができず、現在も婚姻規則をはじめとする親族関係にもとずく

クランのイデオロギーが彼らの行動の拠り所となっている。このことは、ミッ

ションが去り、その直接的影響がなくなり、後ろ楯がなくなった時、イデオロ

ギーの実践はアボリジニ自身の選択にまかされたわけだがヾ彼らはミッショ

ン・イデオロギーをそのまま選択することはなかった。核家族イデオロギーは

それほどまでには、アボリジニたちに内在化されてはいなかったといえるだろ

う。

しかし、イデオロギーと呼ぶことはできないものの、彼らのなかに、安定し

た暖かな、男性主導の一夫一婦制の核家族、美しく整頓され、飾り付けられた

家、花にあふれる庭などの姿が、理想として現在も共有されていることはうか

がわれる。そのもっとも象徴的な表れが、乱雑した家の庭で繰り返される芝生

と花の苗植えであり、バランスの悪いカーテンであった。

アボリジニ女性は、付与されたジェンダー役割に従い、家庭での役割を担っ
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てきた。ミッションにおいて、白人女性とアボリジニ女性は友好関係を築いた。

女性同士の友好関係の親密さは、男性同士のものと比して、その接触の程度が

密であることは、植民地状況に限らず、しばしば指摘されるところである。共

有される事柄は、家屋内の整え方、飾り方、子どもの扱い、着衣、身体の手入

れなど、細かな雑事を含むあくまで日常的で、微細で、具体的なわたし的な事

柄である。こうした関係のなかで、ミッションの女性たちは、アボリジニ女性

が理想とする家庭像に影響を与えた。エルコにおいて、ミッションの女性たち

は、自らの日常生活を通じて、アボリジニの女性が共有することになった家庭

像を示した。現在のアボリジニの女副因や家族、住居の状況などに見られる日常

性は、クランの論理を中心とした日常性から、ミッションという植民地的状況

に置かれ、その影響を経験した後、権威が失われ脱コンテキスト化したのちの

姿である。アボリジニの女性たちはミッションによってそれまでの日常を見直

す契機を与えられた。しかし、今日も保持し続けている日常生活に関わる実践

は決して、ミッションが意図したそのままではなく、選択的なものである。彼

女らの選択は一見ランダムに、ミッショナリーの女性たちとの交流の結果とし

て行われたものである。

アボリジニ女性の労働市場への展開にも、ミッションの意図からはみだした

女性たちの選択の結果が見られる。ミッション女性との関係によって、女性が

学校教育に適応し、結果として女性たちが労働市場に有利な技術を得ることに

なったことは先に指摘した通りである。また、アボリジニの場合、女性の採集

活動が、男性の狩猟の投機的な様相と相反する地道な労働観にもとづいていた

ことも重要であると考えられる。そのことによって、賃金労働という地道な繰

り返しの多い仕事に適応することが容易であったといえる。ミッションの白人

女性の労働観が、能動的で、着実で、奉仕の精神に基づく、地道な営みという

ものであったことの意味も大きいだろう。彼女らは、居心地のよい家を整える

だけではなく、社会的な使命をにない、能動的に働く存在であった。アボリジ

ニの女性たちは、ミッションの女性たちと一の親密な関係を通じて彼女らのジェ
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ンダー概念を理想として受け取った。そのなかには、ミッションの女性の自律

的な生き方も含まれていた。つまり、ミッションの女性が示していたジェンダ

ー像は、ただ受動的な家内労働のみを行う女性というものではなかった。そし

て、白人女性たちとの全体的なかかわりを体験した２０世紀のアボリジニの女

性は、ミッショナリー女性の姿を自己の理想像としていった。しかし、そうす

ることが、１９世紀のべッツイーのような破綻をもたらすこともなく、ミッシ

ョンの意図せざる結果として、アボリジニ女性たちは比較的スムーズに社会進

出を果たすことになったといえる。

アボリジニ女性は、ミッションの与えた近代という枠組みを自らのものとし

た。その後ミッションは彼女らのもとから去った。そして現在、ミッションの

権威からも、白人／アボリジニ／女性という階層性からも自由になったアボリ

ジニの女性たちがいる。彼女たちは、みずからのミッション経験を通じて、家

や労働にかかわるジェンダー規範のなかから、きわめて選択的に特定の要素を

受け入れ、日常生活のなかで実践としている。これはミッションの白人女性と

の問での、わたし的な事柄も含んだ密接な接触の結果であり、それゆえに微細

な経験のなかから得た理想を彼女らは選択的に実践しているといえる。その意

味でアボリジニ社会が経験したジェンダー規範の影響は植民地的ななかでもミ

ッション的と特筆できる。現在のガリウインクのアボリジニ女性たちの実践の

一見ちぐはぐな様態は、ポスト・ミッショナリー的な現在なのであり、彼女ら

のこまかな具体的な記憶にもとづいた、現在の生活世界に関わる主体的な選択

の結果なのである。
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Ｈａｍｉｌｔｏｎ，Ａ．１９８９　Ｂａｎｄ－ＳｌａｖｅｓｏｆＳａｔａｎ，Ｊｏｌｌｙ＆Ｍａｃｉｎｔｙｒｅｅｄｓ．Ｆａｍｉｌｙ

＆ＧｅｎｄｅｒｉｎｔｈｅＰａｃ漬ｃ：Ｄｏｍｅｓｔｉｃｃｏｎｔｒａｄｉｔｉｏｎｓａｎｄｔｈｅｃｏｌｏｎｉａｌｉｍｐａｃｔ，

ＣａｍｂｒｉｄｇｅＵｎｉｖｅｒｉｓｔｙＰｒｅｓｓ．

Ｊａｍｅｓ，Ｃ．１９９６ＮｅｚＰｅｒｃｅＷｏｍｅｎｉｎＴｒａｎｓｉｔｉｏｎ１８７７－１９９０，Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆ

ＩｄａｈｏＰｒｅｓｓ．

Ｊａｃｏｂｓ，Ｊ，Ｌａｕｒｅｎｃｅ，Ｃ．ａｎｄＴｈｏｍａｓ，Ｆ．１９８８－ｐｅａｒｌｓｆｒｏｍｔｈｅ Ｄｅｅｐ’：
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Ｒｅ－ｅＶａｌｕａｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｅａｒｌｙ ｈｉｓｏｔｒｙ ｏｆ Ｃｏｌｅｂｒｏｏｋ Ｈｏｍｅｆｏｒ ＡｂｏｒｉｇｉｎａＩ

Ｃｈｉｌｄｒｅｎ，ｉｎＳｗａｉｎ，Ｔ．＆Ｄ．Ｒｏｓｅｅｄｓ．ＡｂｏｒｉｇｉｎａｌＡｕｓｔｒａｌｉａｎｓａｎｄＣｈｒｉｓｔｉａｎ

Ｍｉｓｓｉｏｎｓ．ＴｈｅＡｎｓｔｒａｌｉａｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅＳｔｕｄｙｏｆＲｅｌｉｇｉｏｎｓ．

Ｋｅｅｎ，Ⅰ．１９９４ＫｎｏｗｌｅｄｇｅａｎｄＳｅｃｒｅｃｙｌｎａｎＡｂｏｒｉｇｉｎａｌＲｅｌｉｇｉｏｎ，Ｃｌａｒｅｎｄｏｎ

Ｐｒｅｓｓ，０Ⅹｆｂｒｄ．

Ｌｏｏｓ，Ｎ・１９８８ＣｏｎｃｅｒｎａｎｄＣｏｎｔｅｍｐｔ‥ＣｈｕｒｃｈａｎｄＭｉｓｓｉｏｎａｒｙＡ出ｔｕｄｅｓ

ｔｏｗａｒｄｓＡｂｏｒｉｇｉｎｅｓｉｎ ＮｏｒｔｈＱｕｅｅｎｓｌａｎｄｉｎｔｈｅ Ｎｉｎｅｔｅｅｎｔｈ Ｃｅｎｔｕｒｙ，ｉｎ

Ｓｗａｉｎ，Ｔ．＆Ｄ．Ｒｏｓｅｅｄｓ．ＡｂｏｒｉｇｉｎａｌＡｎｓｔｒａｌｉａｎｓａｎｄＣｈｒｉｓｔｉａｎＭｉｓｓｉｏｎｓ・

ＴｈｅＡｎｓｔｒａｌｉａｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅＳｔｕｄｙｏｆＲｅｌｉｇｉｏｎｓ．

ＷｏｌｔＢ．１９９６ＬｉｆｅｉｎＨａｒｍｏｎｙｗｉｔｈＮａｔｕｒｅ，ｉｎＭｉｌｌｅｒＣ＆ＣｈｕｃｈｒｙｋＰｅｄｓ・

ＷｏｍｅｎｏｆｔｈｅＦｉｒｓｔＮａｔｉｏｎｓ，ＴｈｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＭａｎｉｔｏｂａＰｒｅｓｓ
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